
◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 出席議員も定足数に達しておりますので、直ちに本

日の会議を開きます。 

 本日の会議は、議事日程第５号によって進めます。 

 日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 まず、６番 塩原未知子議員の発言を許します。塩

原未知子議員。 

〔６番 塩原未知子 議員 登壇〕 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 おはようございます。９月定例会、一般質問２日目、

冒頭一言申し上げます。 

 先の見えないコロナ禍の中ですが、先週、尾花沢中

学校の運動会が行われました。久しぶりに町内に響く

花笠踊りの曲が流れると、本当に嬉しく、仕事の手を

止め、急いでグラウンドに練習風景を眺めに行きまし

た。聴き慣れた正調花笠音頭に合わせ、元気いっぱい、

くるくると回る花笠を見て、胸が熱くなりました。今

まで当たり前にあった夏のまつり、みんなで集まって

練習することも、簡単にはできなくなったからこそ、

当たり前にできていることの尊さ、愛おしさ、ありが

たさが、本当に身に沁みて感じられました。 

 昨日、山形県のコロナ新規感染者は25名。尾花沢市

の感染者はゼロであります。しかしながら、19都道府

県の緊急事態宣言延長が発表になり、９月30日までさ

らなる自粛と感染防止対策が決定されました。第５波

の変異ウイルスによる、全国の20歳未満の若年層の新

規感染者が22.8％と、急激に増加しているとのニュー

スを聞きました。市内の20歳以上のワクチン接種者は

９割以上となっておりますが、12歳以下の小学生は未

接種だったと思います。社会全体で全力で子どもたち

を守る対策の強化が必要な時です。一言が長くなりま

したが、通告にしたがい、５つの質問をいたします。 

 まず初めに、尾花沢市過疎地域持続的発展計画につ

いてお尋ねします。 

 ９月定例会前に全員協議会で素案が示されました。

策定に当たっては第７次総合計画や、都市計画マスタ

ープラン、公共施設など、総合管理計画のほかにも呼

応する内容だと思います。長引くコロナ禍にあって、

ＩＪＵ定住を促進する好機と捉え、帰りたいと願い、

帰ってきてほしいと願う市民の声を反映する内容とな

っているのでしょうか。 

 令和３年から７年まで、５年間の目標、ビジョンと

して、市民がもっと自分たちのこととして、イメージ

できるような言葉を選ぶ必要があると感じましたので、

３つの質問をいたします。 

 １、想定以上の人口減少とコロナ禍で加速する少子

化。市民１人当たりの負担が、今後ますます増加して

くることが想定されますが、将来を見据えた持続可能

な発展計画となっていますでしょうか。 

 ２、先の５月６日に発表された、尾花沢市ゼロカー

ボン宣言との関係がイメージできていません。具体的

にどの事業に当たるのかお尋ねします。 

 ３、発展計画の数値目標、100件の定住促進とは、

具体的にはどう進めていくのか。お尋ねします。 

 ２番目の質問です。市内の林業振興についてお尋ね

します。山の保全を長年していただいている団体の解

散や、担い手の高齢化に伴い、管理者の世代交代がう

まく進んでいない市内の里山林が多くなってきていま

す。そのため、手入れの行き届かない森林の樹木の荒

廃が広がっています。今後は自治体で管理する林野も

増えてきます。どこも担い手不足、手がまわらないと

聞きます。山形県では令和６年４月開学の東北農林専

門職大学（仮称）に希望を託しておりますが、現状は、

毎年の豪雨災害や豪雪のため、通常の管理すらなかな

か進んでいない状況だと聞いております。また、今年

に入り、国産材の木材が急騰しているウッドショック

の中で、林業者不足は、農業以上に担い手の確保が急

務であると言えます。２点についてお尋ねします。 

 １、自然災害が多発する中、市では森林保全対策を

今後どのように進めていくのか。 

 ２、国産木材需要が高まっている中、当市の現状は

どうなっているのかお尋ねします。 

 ３番目の質問です。公共施設のＷi－Ｆi対応につい

てお尋ねします。 

 首都圏ではテレワークやリモートワーク、オンライ

ンが当たり前になりつつあるコロナ禍にあって、地方

でも安定した通信の確保は、大切なライフラインにな

っています。３点についてお尋ねします。 

 １、市内の公共施設でのＷi－Ｆi環境整備や５Ｇへ

の対応、進捗はどうなっていますか。 

 ２、市営住宅や公営施設でのテレワーク、リモート

ワークの推奨、進捗はどうでしょうか。 

 ３、コロナ禍でリモートワーク活用の滞在者も増え、

ネット環境の改善要望が絶えません。特に徳良湖周辺

や花笠高原へのＷi－Ｆi環境整備を急ぎ対応すべきと

考えますがいかがでしょうか。 

 ４つ目の質問です。コロナ禍における文化活動への

支援についてお尋ねします。 

 講演会や演奏会、作品展など、山形県では文化的活



動の支援「やまがた文化応援キャンペーン」が８月１

日から来年２月28日まで開催されていますが、市内に

は、支援が行き届いていないと思います。長引くコロ

ナ禍においては、癒しと心の栄養補給が大切になりま

す。２点についてお尋ねします。 

 １、コロナ禍の中でイベントや行事の中止や延期が

相次いでいます。市内の活動グループ、団体に支援す

べきではありませんか。 

 ２、開催が中止されないオンライン開催など、市民

の文化活動を支援していくべきではないでしょうか。

そのほか、方法はさまざまあるでしょうけれども、中

止や延期をしなくても可能な文化活動への支援につい

てお尋ねします。 

 最後に尾花沢市四大まつり実行委員会についてお尋

ねします。 

 徳良湖まつり、花笠まつり、まるだし尾花沢ふれあ

いまつり、雪まつり、４つの祭りは、長年それぞれの

実行委員会を中心に企画、運営されてきました。自然

災害やコロナ禍など、さまざまな要因で、中止や延期

が相次ぎ、我慢に我慢を重ねた市民の落胆ぶりは言葉

に表せません。長引くコロナ禍であっても、ピンチは

チャンス、希望を持って前進する、持続可能な四大ま

つりの新しい、新たなスタートになるよう、企画の段

階から抜本的な改革が必要だと思っております。 

 四大まつり実行委員会の代表であります市長のご初

見を伺います。 

 以上、質問席からの私の質問はこれで終わりますが、

必要に応じて自席からの再質問をお許しください。そ

れでは誠意あるご答弁よろしくお願いいたします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

〔市長 菅根光雄 君 登壇〕 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 おはようございます。ただ今塩原議員から大きく５

点につきまして質問をいただきました。順次お答えさ

せていただきます。 

 初めに、尾花沢市過疎地域持続的発展計画について

お答えします。令和３年４月１日に施行された、過疎

地域の持続的発展の支援に関する特別措置法には、過

疎対策の理念として、持続可能な社会の形成及び地域

資源等を活かした地域活力の向上が示されており、移

住、定住の促進やデジタル技術の活用といった、これ

までにない視点が追加されました。また、県の過疎地

域持続的発展方針においては、ＳＤＧｓの考え方や新

型コロナウイルスの感染拡大を踏まえて、持続的な発

展を図っていくことが示されています。 

 現在、国及び県の方針等に基づき、尾花沢市過疎地

域持続的発展計画の策定に向け取り組んでいますが、

国及び県の方針は、今年度スタートした第７次尾花沢

市総合振興計画のテーマである、持続可能なまちづく

りと一致しています。総合振興計画の策定に当たって

は、市民ワークショップや、まちづくり座談会など、

さまざまな場面を通じて寄せられた市民の皆さまの意

見を踏まえ、各分野の有識者から構成される総合企画

審議会において、「どのような取り組みが必要なの

か」や「将来人口の推計値は妥当なのか」など、何度

も議論を重ねていただきました。新たな過疎計画は、

第７次尾花沢市総合振興計画で示した方向性を踏襲し

たものにしたいと考えておりますので、当然、将来を

見越した持続的な発展計画になっているものと認識し

ています。 

 また、計画は策定して終わりではありません。計画

に基づき、各施策が効果的に実施されるよう計画の推

進に当たっては、ＰＤＣＡサイクルを機能させ、事業

の推進方策を継続的に改善していくとともに、計画策

定の目的や目指す姿などを、市民の皆さまと共有する

ことが大切であると考えています。そのため今年度か

ら新たに計画推進プログラムを作成し、施策の当該課

だけでなく、政策統括担当と財政担当とも連携し、

各々の事業の検証を行い、必要に応じ効果的な予算投

入も行いながら取り組んでいきます。 

 次に、過疎地域持続的発展計画とゼロカーボンシテ

ィの宣言との関係についてお答えします。本市におけ

る過疎地域持続的発展計画は、第７次尾花沢市総合振

興計画の具体的事業の推進を図る際に、過疎債等の財

政支援措置を確保するために必要な計画となっていま

す。このたびの計画では、本市の賦存資源を活かした

再生可能エネルギーの活用を進めるとともに、民間活

力も含めたエネルギーの地産地消に取り組み、地球環

境に優しいまちづくりを進めることを方針としており、

その中で、ゼロカーボンシティを目指すことを示して

います。 

 一方、策定中の環境基本計画の改訂も、第７次尾花

沢市総合振興計画の環境部門の方向性を具体化する計

画として、現在作業を進めていますが、５月のゼロカ

ーボンシティ宣言は、この計画改訂に先立ち、市とし

て決意を示したものです。したがって、５月のゼロカ

ーボンシティ宣言を踏まえ、改訂されるこのたびの環

境基本計画の中では、宣言を具体化するために、本市

の将来を見据えた、先進的な環境関係事業を検討する



こととしています。議員からは、過疎計画の中に具体

的な環境関係事業を明記すべきとのことですが、今後、

環境基本計画の中で示される事業は、その後、今般の

過疎地域持続的発展計画に追加掲載されることになり

ます。 

 次に、数値目標の達成に向けた具体的な取り組みに

ついてお答えいたします。 

 新たな過疎計画では、新たな視点として、移住及び

定住並びに地域間交流の促進並びに人材の育成に関す

る事項が追加されました。これは、人口の減少に伴い、

地域社会を担う人材確保や、地域経済の活性化が課題

となっていることから、これらに対応する取り組みと

して追加されたものです。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響によって、

首都圏を中心に人々の意識や社会全体の働き方が大き

く変化しており、地方への移住が加速することも想定

されますので、本市においても、こうした危機をしっ

かり捉え、移住世帯への支援体制をしっかり整えてま

いります。 

 本市の移住世帯の状況ですが、平成28年から令和元

年までの４年間で、70世帯が移住しており、年間平均

約17世帯、令和２年には平均を上回る20世帯が移住し

ています。新たな過疎計画における数値目標は、これ

らの移住世帯の実績を基本に、このたびのコロナ禍に

よる地方移住の増加等を見据え設定したものでありま

すが、目標達成には移住世帯のニーズに合った施策の

展開が大変重要です。本市では、第７次総合振興計画

における重点プロジェクトでは、「あのまちで暮らし

てみたい！移住促進プロジェクト」を掲げ、多様な働

き方を実現する環境づくりと、暮らしの拠点として選

ばれる魅力を創出し、尾花沢ファンから移住実現につ

ながるよう総合的に支援を展開することとしています。

具体的には、ふるさと納税、オンラインツアー、ＳＮ

Ｓ等のソーシャルメディアを活用した、尾花沢ファン

の拡大を図ります。 

 また、移住に欠かせない住まいに関する施策として

は、従来型の空き家バンクによる紹介に加え、協定を

締結している一般社団法人山形県古民家再生協会との

連携による古民家再生リノベーションなど、移住者に

とって魅力的な住まいの提供ができないか検討してま

いります。 

 加えて、ワーケーションやテレワークの推進が、関

係人口の拡大や、ひいては移住にも大きく寄与するこ

とも見逃せません。地域の魅力をさらに深堀りし、市

外からの行ってみたい、体験してみたいを磨き上げ、

それをテーマにして、デジタルやオンラインツールを

活用した、時間と距離を超えた市内外の人と人とのネ

ットワークを積極的に構築するなど、さらなる関係人

口の増加を図ってまいります。これらを踏まえ、政策

としては、トータルで有機的に推進していくことが重

要ですので、本市の自然、産業、子育て環境の良さを、

市外の方に分かりやすくＰＲするとともに、受け入れ

態勢をしっかりと整え、数値目標である移住世帯100

世帯を目指し、複合的に移住施策を推進してまいりま

す。 

 次に、市内の林業振興についてお答えします。 

 １つ目の、森林保全対策についてですが、森林には、

雨水流下を整える働きや土砂流出を防ぐ働きなど、防

災機能を持ち合わせており、適切な維持、管理を行う

ことで、将来的に自然災害を未然に防ぐことにつなが

ります。防災機能が持続的に発揮されるためには、森

林を健全な状態で保全していくことが必要であり、本

市は面積の約７割を森林が占めていることから、森林

保全対策は自然災害を未然に防ぐ観点からも重要です。 

 しかし、全国的に森林の維持管理を行う担い手の高

齢化や人材不足により、伐採時期を迎えながら活用で

きない森林、植林後の間伐や下刈りが適切に行われて

いない森林が増えている状況にあり、残念ながら本市

でも同様の状況です。 

 令和元年度に森林経営管理制度が始まり、適切な管

理が行われていない民有林の整備が全国各地で進めら

れています。本市でも森林所有者の委託を受けたのち、

経営管理集積計画を定め、意欲と能力のある林業経営

者に再委託することで、林業経営の効率化と森林の管

理の適正化を目指すこととしております。これまでの

森林整備は、森林所有者が計画、実行するほかなく、

木を売却しても赤字になると思われている方が多いこ

とが、整備が進まない要因となっています。 

 しかしながら、スケールメリットが働く規模で経営

計画を策定し、補助を入れながら間伐、下刈り等の管

理を行い、林道を整備し高性能機械による効率的な伐

採でコストを抑え、採算の取れる形で市場に流通させ

れば、十分採算は取れるものと考えられます。さらに

伐採した森林には再造林を行い、管理に結び付けてい

く、採算の取れる経済循環サイクルを確立していくこ

とが重要です。この成功事例が本市の隣の新庄、最上

地域で実践されております。このサイクルを確立して

いくには、各段階で、所有者の理解、地籍調査による

境界画定、林道開設、高性能機械の導入、林業を担う

人材の育成など、さまざまな課題がありますが１つひ



とつの課題を解決しながら、かつ、有機的にサイクル

が回るよう全体の調整も取りながら、積極的に着実に

取り組んでいくことが必要です。 

 これら一連の取り組みで、森林所有者が個々に実践

する森林整備の活性化を目指してまいります。 

 また、儲かる林業が普及すれば、林業に従事する方

が増え、森林整備が活性化し、本来森林が保有する多

面的機能が維持され、災害の未然防止につながると考

えますので、今後も関係機関と連携して調査、研究、

実行し、普及してまいりたいと考えています。 

 ２つ目の、国産木材需要の高まりについてですが、

国際的な木材の需給バランスの影響を受け、外国産材

の輸入量が大幅に減少したことで、約６割を輸入に頼

っている木材マーケットでは、国産木材の利用拡大に

焦点を当てています。 

 また、木材価格の高騰は、製材、加工価格の上昇が

一因となっています。農林水産統計の木材流通統計調

査によると、今年の４月頃から国内製材価格が上昇し、

昨年の平均価格と比較すると約２倍となった時期もあ

りました。これは、国産材の需要の高まりから製材、

加工工場がフル稼働しているためであり、木材価格の

高騰の一因は製材、加工価格の上昇にも起因している

ようです。また、裏を返すと、山から伐り出しても、

これ以上の国産材の製材、加工は当面難しい状況であ

ると感じています。 

 この間、管内の状況は、若干の原木価格の上昇は見

受けられたものの、木材の出荷、流通は滞りなく行え

ている状況であり、大きな影響はないと捉えています。 

 次に、公共施設のＷi－Ｆi対応についてお答えしま

す。コロナ禍でのデジタル化の急速な進行に伴い、テ

レワークやワーケーションなど、地方にいながら都市

部の企業の仕事を行うような、新しい働き方の導入が

全国的に進んでいます。市内の通信基盤を整備してい

くことは新たな働く場の創出につながることから、利

用者のニーズを捉えながら、必要な場所に必要な環境

を整え、ふるさと回帰や新たな人の流れを創出してい

きたいと考えています。 

 初めに市内のＷi－Ｆi環境の整備状況についてです

が、指定避難所としては、市役所庁舎や市内小中学校、

社会教育施設などを中心に18ヵ所に整備しています。

また、徳良湖周辺施設と花笠高原周辺施設への整備も

進んでおり、令和２年度からは、オートキャンプ場利

用者向けに、ポケットＷi－Ｆiの貸し出しもスタート

しており、利用者の利便性向上に努めています。引き

続き、通信環境のセキュリティに配慮しながら、利用

者のニーズにマッチした通信環境の整備を進め、憩い

の場の提供と観光誘客に努めてまいります。 

 また、５Ｇへの対応についてですが、５Ｇとは第５

世代移動通信システムの略で、次世代の通信規格です。

５Ｇが普及すれば、今まで以上にさまざまなものがイ

ンターネットに接続され、生活のあらゆる分野で活用

できると予測されておりますので、これまでの技術が

大きく進歩し、新しいサービスが生まれるなど、社会

全体がより便利に、より快適になることが期待されま

す。現在、市内の一部エリアで５Ｇのサービスが提供

されておりますが、市内全域にエリアが拡大されれば、

新しい働き方やスマート農業の可能性がさらに広がっ

たり、新たな手法で尾花沢の魅力を国内外に発信でき

るようになります。また、デジタル技術を活用し、外

部からも地域課題の解決に加わってもらえるなど、施

策の推進も大きく加速するものと捉えています。５Ｇ

エリアの拡大は、持続可能なまちづくりに大きく寄与

するものと考えておりますので、社会貢献活動の一環

として、本市に関わっていただいている事業者から助

言をいただくなど、エリア拡大に向け多方面に働きか

けてまいります。 

 次に、市営住宅等でのテレワーク、リモートワーク

の推奨状況についてですが、市営住宅に入居者が光回

線を引くことは可能であるため、実際にリモートワー

クをしている方もいらっしゃると聞いております。空

き部屋の利活用については、市営住宅を目的外使用す

る際、東北整備局の承認が必要になるなど、課題も出

てまいりますので、利用者ニーズも把握しながら、慎

重に検討する必要があると考えております。 

 市内公共施設の状況については、特に、徳良湖周辺

施設と花笠高原周辺施設で、コロナ禍でも密を避けら

れるという理由から、キャンプなどの屋外レジャーが

人気を集めており、利用者が増加し、週末や連休中は

大変にぎわっています。しかし、Ｗi－Ｆi通信速度や、

つながりにくい状態があるなど、通信環境の面で課題

があることも把握しております。 

 このたび改訂する徳良湖マスタープランでは、中期

的な整備の中に通信環境の整備を位置付け、徳良湖周

辺のＷi－Ｆi利用可能エリアの拡大や、通信容量の確

保などを図る必要があると考えておりますので、今後

は、公共施設にコワーキングスペースを整備すること

なども視野に入れながら、幅広い用途での利活用に向

け検討してまいります。 

 次に、コロナ禍における文化活動への支援について

お答えします。 



 コロナ禍における文化活動については、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大の影響で、イベントの自粛

や行事の見直しなどの対応を強いられ、また人と人と

の接触機会を減らす行動制限に配慮され、市民の文化

的事業に多大な影響を及ぼしています。イベントや各

種行事のみならず、練習場所の確保や参加人数の制限

など、通常の活動についても影響を受けています。 

 そのような中、８月14日に開催した令和２年度の成

人式では、１年遅れとなりましたが感染症対策を万全

にし、Ｗｅｂ開催という新しい形で参集者を限定して

開催されました。 

 各イベント等への支援ですが、文化芸術活動を継承

していくには、発表の場は大変重要な機会であると考

えています。本市では、市民文化祭を文化芸術活動の

身近な発表の場として捉え、昨年度は60団体、12名の

個人の方から参加していただきました。市民文化祭は、

単独での開催が難しい個々の団体や個人の活動を、よ

り多くの人から観ていただけるよう、ステージでの演

舞披露のほか、子どもから大人までの作品を一堂に展

示し、観覧できる貴重な発表の場であり、今後とも継

続していく考えです。 

 しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、

１年半以上経った今でも、改善の見通しがたっていま

せん。そのため今後は、インターネットを活用した動

画のライブ配信や、イベント等の開催に関する基本方

針に沿って開催する場合の感染防止対策費用等への支

援を検討していく必要があると考えています。また、

当日のライブ配信だけでなく、各団体の活動風景や作

品制作過程の様子なども記録することで、このコンテ

ンツをアーカイブ化することにより、貴重な財産にな

ると同時に、効果的に発信することで、一層の活動周

知につながるものと思っています。今後は各団体の意

向を聞きながら、観る側にとっても最善な方法を考え

てまいります。 

 次に、尾花沢市四大まつり実行委員会についてお答

えします。 

 本市の四大まつりは、約10年前までは、主に徳良湖

まつりとおばなざわ花笠まつりを尾花沢市観光物産協

会が担当し、まるだし尾花沢ふれあいまつりを尾花沢

市商工会が、雪まつりを尾花沢市商店街協同組合が主

体となり、企画運営を行ってきました。平成18年度に、

各実行委員会の連携を強化し、本市の四季折々のまつ

り事業のさらなる活性化と観光振興と交流人口の拡大

を図るため、尾花沢市四大まつり実行委員会の設置が

検討されたと記憶しています。この流れを受け、平成

20年度から、正式に四大まつり実行委員会として発足

し、これまでの各実行委員会は部会として位置づけら

れ現在に至っています。 

 現在、尾花沢市四大まつり実行委員会は、各部会の

計画と実績、予算と決算の取りまとめや、企画運営、

会計等について助言する機関となっております。新型

コロナウイルス感染症の感染拡大の長期化により、市

の行事も含めて中止を余儀なくされている中で、それ

ぞれのまつりも、各部会の判断で延期や中止となって

きています。アフターコロナに向けた新たな体制づく

りとは、まずは未来に向け、祭りをしっかり伝承でき

る組織を作り上げることが大切だと考えます。そのた

めには実行委員会のあり方を見直すことも必要であり、

例えば、これまでの実行委員会メンバーに加え、直接

事業に携わる熱い想いを持った方々を、サポーター的

な集まりとして新設するなど、これまでにない新しい

運営方法について、先進事例も参考にしながら検討し

ていきます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 ありがとうございます。たくさん質問をしてしまい

ましたので、ご答弁のほうで、しっかりお答えいただ

いた部分に対しては、本当にありがとうございます。

足りないところを少しずつ再質問させていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 まず初めに、尾花沢市過疎地域持続的発展計画のこ

となんですけれども、答弁の中でもありました移住、

定住のほうをしっかりと盛り込んで、人口増のほうに

反映させられるサイクルにしていくということでした

ので、そちらに対しては、本当にコロナ禍であって、

都会のほうでは通勤という概念ではなく、もうテレワ

ークで、ずっと恒久的に仕事をしていくというような

職種も出てきておりますので、このあたり、本当にチ

ャンスだと思います。早急に、尾花沢のほうに引き込

むような、心に届く、移住するという考えを持ってい

る全国の方に届くような方法を取っていただきたいと

思いますが、今現在、コロナ禍にあって、どのような

方法を考えておられるでしょうか。発信の仕方、ＰＲ

の仕方なんですけれども、教えてください。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（有 路 玲 子 君） 

 お答えします。従来、コロナ以前でありますと、首



都圏に出向いて、各種移住関連のイベントに参加して

おったところなんですけれども、そういったことがで

きない状況でありますので、今現在、オンラインで体

験ツアーなどを開催しております。これまで３回開催

しておりまして、合計で72名の参加をいただいており

ます。こういったこちら側から情報をどんどん発信し

ていくっていうようなことを、オンラインを通じて強

化していきたいと考えております。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 その発信する時に、やはり尾花沢の風景とか、尾花

沢の現状、こんな仕事があるということを積極的に、

尾花沢に来たことのない方に対してでも伝わるように、

ＰＲも含め、発信していただきたいと思います。その

ためにも、市内の、３番目の質問であったと思うんで

すけれども、市内のＷi－Ｆiの環境が整っておりませ

んと、あのライブ配信等もなかなかできないと思いま

す。先ほど３番目の質問で、公共施設のＷi－Ｆi対応

について、いろいろお話いただきましたけれども、特

に市役所のほうは心配ないと思います。ですが、来た

方が立ち寄る先ということで、今一番注目になってい

る徳良湖の周辺あたりは、ポケットＷi－Ｆiでは全然

対応できないようなライブ中継だと思います。今回そ

のあたり、これからも考えていく、エリア拡大も含め

て、要望していくとありましたけれども、祭りの、徳

良湖の築堤100周年の祭りのライブ配信とありました

が、そのあたりはどのように対応していくおつもりな

のか。来月のことなので、準備なさっていると思いま

すので、お知らせいただければと思います。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（永 沢   晃 君） 

 来月行われます、ライブ配信につきましては、野外

コンサートの部分かと思っております。これにつきま

しても、実際現場に来れない方も多いだろうというこ

とで、ＹｏｕＴｕｂｅというようなインターネットを

介して、発信できればというふうに考えています。こ

れにつきましては、今の環境の中で十分可能だという

ことも現場のほうで確認しておりますので、今のＷi

－Ｆi環境等の中で実施していくことになっておりま

す。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 心配ないのであれば、それも積極的に定住促進のＰ

Ｒ活動の一環として、このような記念すべきイベント

がある時にこそ見ていただくようなアナウンスをして、

定住に結び付けるようなＰＲにしていただたいんです

けれども。各課でさまざまな政策の中で、映像を撮っ

たり、ライブ配信、これからなさっていくと思います。

それを複合的に利用するとは思うんですけれども、今

回の徳良湖100周年のイベントというのは、本当にあ

の皆さん期待しているところであります。ライブ配信

に関しましては、今の環境で大丈夫ということですけ

れども、その後の使い方としてはどうなんでしょうか。

たぶんライブなので、その場で終わってしまうと思う

んですけれども、どうお考えでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（永 沢   晃 君） 

 お答えします。野外コンサートにつきましては、そ

の日の生の発信というふうなものが、一番重要かと思

っています。あとは、その記録としてのアーカイブに

つきましては、演者、歌手の方々の許可がいるという

ことで、主に長期間のアーカイブ化は望まないという

ことでありました。出演者につきましては、今のとこ

ろも３名ほど予定していますけれども、３名からは１

ヵ月間のアーカイブ化、ですからいつでも１ヵ月間は

見られるような状況にしておいてもらうことは可能だ

というふうな形での了解を得ている状況です。以上で

す。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 ありがとうございました。ライブ配信なので、そち

らのほうを３ヵ月見れるということはいいんですけれ

ども、せっかく徳良湖築堤100周年、参加できない方

がたくさんいらっしゃると思うし、ましてや遠く、尾

花沢に来れない、夏のお盆の時にも来れなかった皆さ

んに対しても十分周知をしまして、見られるような環

境を整えていただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか、その対応というのは。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 総合政策課長 

◎総合政策課長（永 沢   晃 君） 

 徳良湖の周辺についてのＷi－Ｆi環境につきまして

は、これまでは建物があるところを中心として整備し

てきました。今回テレワークというふうな新しい流れ

があったものですから、オートキャンプ場については、



Ｗi－Ｆi環境のさらにグレードアップということで、

今ポケットＷi－Ｆiというものの貸し出しを進めたと

いうことであります。先ほど市長の答弁にもありまし

たとおり、徳良湖周辺につきましては、やはり屋外と

いうこともありますので、その周辺全てがＷi－Ｆiの

環境が整うのが一番ベストなのかなというふうに、市

では考えております。特にやっぱり遊んでいる方以外

にも、やっぱりウォーキングしている方なんかはすご

く多いです。ですから今ウォーキングしている方なん

かについては、そういう環境があれば、さらに喜ばれ

るのかなと。それはもう健康管理、または音楽を鑑賞

という部分も含めてだと思います。これについては、

今各社のほうの状況を確認しながら、３社のうち５Ｇ

については市内が今１社、９月から１社、来年の４月

からもう１社というふうな形で、市内の居住地を中心

として整備を進めていってるようです。ただあの観光

地につきましては、県内どこも同じなんですけれども、

その次の整備というふうな形になっているようであり

ますので、ぜひあの徳良湖のほうも、その次の整備の

際には、しっかり整備してもらえるよう要望していき

たいと思っています。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 そのようにしていただきたいと思います。とにかく

徳良湖にコロナ禍になってから、本当にあそこに憩い

の場として、皆さん集っている。それがこれからもた

ぶん、尾花沢の魅力の１つ、もう一番の魅力になるの

ではないかなと思うくらい私は思っております。徳良

湖は農業施設として、農業のため池として生まれまし

たけれども、100年経って、今このコロナ禍にあって、

皆さんの心の中の本当にふるさとであり、これからの

本当に希望でもあるような徳良湖に変わっていってい

ただきたい。それを記念する事業であってほしいと思

いますので、ぜひいろいろな知恵を絞って、頑張って

皆で盛り上げていきたいと私も思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 その中で私ちょっと非常に感じたんですけれども、

徳良湖100周年記念事業の実行委員会というのが２、

３年前にあったはずであります。その実行委員会の中

から、いろんなアイデアが出てきていると思いますけ

れども、今回のイベントは、ライブのこと、先ほど説

明した以外で、さまざま出ているんだとは思います。

どうなんでしょうか、そのあたりありますでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（永 沢   晃 君） 

 ３年ほど前だと思いますけれども、その徳良湖100

年に向けた実行委員会というものも、やはりありまし

た。今回実行委員会のメンバーにつきましては、徳良

湖の周辺で活動している団体という形で、その方々か

ら、さまざまな意見をいただいて、催し、イベント等

も計画したところであります。今回最終的には10月に

延期したものについては、1,000人の花笠踊りと、そ

の屋外ライブコンサートになりますけれども、それ以

外では100周年という冠を付けた、本来であれば、例

えばグラウンドゴルフ大会、またはパークゴルフ大会、

または徳良湖元気村でのイベント、または管理してい

る公社でのイベントなども計画はあった中で、今現在

はその２つが延期されて、今後実施される予定だとい

うふうになっています。ただ、そのそれぞれの団体の

開催時期については、主に春の徳良湖まつりの期間の

あたりを中心としておったものですから、その分につ

いては中止せざるを得ないイベントも多々あったのか

なというふうに考えています。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 ありがとうございます。いろいろやはり、徳良湖で

活動している、これからも活動なさる人たちの声も大

事にした記念の事業を、これからこの日だけでなく続

けていっていただきたいと思います。 

 最後の質問の四大まつり実行委員会の中でも、その

徳良湖まつりの部会が今日あるようなことをお聞きし

ましたけれども、今年、去年、その前の年もそうなん

ですけれども、本当にいろんな形で中止になりました。

その中止の決定も、各実行委員会のほうで決定なさっ

ていると思います。それを束ねる四大まつり実行委員

会ということで、あの市長が代表を務められていると

は思います。今回、私大変思うんですけれども、なる

べく子どもたちも参加できる祭りということで、こん

なコロナ禍なので、なかなか今難しいとは思います。

でも参加できるということが、先ほどのＷi－Ｆiでラ

イブするということもそうだと思うんですけども、い

ろんな形で、集わなくてもできることが、知恵を絞れ

ばできるのではないかと思いますので、そのあたりど

う考えなんでしょうか。それぞれの四つの祭り、特徴

ありますけれども、特にまるだし尾花沢ふれあいまつ

りは、子どもたちがたくさん体験したり、いろんなこ

とをやる産業祭、まるだしっていう名前が非常にあの



今は定着しておるんですけれども、まるだしまつりに

関しまして、中止になってしまったって、残念だって

いう声も本当に聞いているので、そのあたりはどうお

考えでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 お答えいたします。今議員仰せのとおり、今年は春

から徳良湖まつり、花笠まつり、今回９月の第４週目

に予定していました、まるだしふれあいまつりについ

ても中止が決定したということで、私どもも非常に残

念に思ってございます。また、まるだしふれあいまつ

りについても、所管であります商工会のほうからも、

そういう決定を受けたということで、四大まつり実行

委員会のほうでも、それを了承するような格好にはな

ると思います。四大まつり実行委員会も年度当初に１

回、市長答弁にもありましたような、助言する機関と

して今存在しているわけですけれども、そこにもいず

れ報告にはなるというふうな格好になります。 

 確かに子どもたちが体験をするというふうなことで、

いろいろな今年も企画を考えてございましたけれども、

なかなかできないところで、縮小開催ということで、

商工会さんでも検討した結果でございますが、やはり

この状況を踏まえて、できないというような結論に至

ってしまいました。今後、来年に向けて、やっぱり未

来に向けた祭りをしっかりということで、その四大ま

つり全てにおいて、新たな方向性とかということを検

討していけるような、メンバーも含め、いろいろと考

えていきたいと思います。今後ともよろしくお願いい

たします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 実は私が引っ越しをして来た23年前、子どもたちを

連れてきたんですけれども、その時にあの産業祭はあ

りませんでした。もうなくなって何年なるんだという

ことで、商工会の皆さんたちがやはり「元気出すには

何かしないと。」っていうことから、いろんな形で募

集をかけて、確かその中で、こんな企画をしたらどう

でしょうかっていう、持ち込んだのも私１つあります。

子どもたちのパソコン教室だったんですけれども、自

分ができている仕事の中で、これだったらできるんじ

ゃないかっていうこととかを紙に書いて持っていった

ら、「お、じゃあ、してみよう。」という話で、非常に

懐の深い皆さんだったなって思っております。祭りと

いう形ではなく、産業祭ということで、何かを起こさ

なきゃいけないっていうことで、そのまるだしまつり

は名前からみんなで考えて、最初の３年は非常に悪評

でした。でも５年過ぎるとみんな、ふれあいまつりと

は言わないで、まるだしまつりという名前で愛される

ようになってきたなと思っています。そのような形で、

移住してきて、右も左も分からないけれども、その祭

りの中で、さまざまなことを教えていただいて、一緒

になって企画を考えているということが、私にとって

は本当に宝であります。今でも。それに関して、これ

からこの子どもたちに、どういうふうな、自分たちは

こんな祭りがほしいななんていう声もどんどん拾える

ような、そんな四大まつり実行委員会、懐の深い、い

ろいろな尾花沢の元気を引き出すようなものであって

ほしいと思いますけれども、市長いかがですか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 議員仰るとおりだと思います。本当にあの産業まつ

りという形で立ち上がってきて、そして子どもたちも

参加する、いろんな職種の皆さんが参加して、当初始

まってきたわけですけれども、そこには大きな意味が

あったと思うんです。ただ昨今、だんだんだんだん参

加者が減ってきた。その原因は何かというのを追求し

ているのかどうかというのもあると思います。参加し

やすい状態、見にきていただけるような状態をどうや

って作り上げるか。ところが今回のコロナ禍で、そう

いったものが全て吹っ飛んでしまったという感じがい

たします。一昨年の台風で中止、そして昨年、今年は

コロナで中止、３年間結局開催できないということ自

体が、今まで築いてきたものを、また再構築できるの

かという心配のほうが強いです。もちろん形は今度は

変えるという方向で今年のやつを企画したという話で

す。それもコロナでできなくなりました。ですから今

後を考えた場合には、先ほど商工観光課長も言ったよ

うに、実行委員会のあり方そのものもしっかりと考え

ないと、これは来年から「さあ、やるぞ。」と言った

時に、とてつもないエネルギーが必要になってくるな

というふうに思っています。でもいろんなイベントが、

年齢を問わず、子どもさんからそして年配の方々まで

楽しめるような内容を、どう盛り込んでやっていくか

というのは、すごく大事なことだと思いますので、今

後を考えれば、ぜひやっていきたいと。その上で、皆

さんにも楽しんでいただけることを願っているところ

です。 



◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 コロナでも、できることはできると思いますので、

そのいろいろな知恵を絞って、デジタル化の技術も借

りながら、集まれなくても集まることができる、今の

若い人たちはＳＮＳを通じて、その場にいなくてもい

ろいろな会話を本当に自由にやっています。テレビを

ほとんど見ないで、インターネットを介して、連絡を

取り合ってというようなことも、本当に普通にこれか

らはあの考えるべきことだと思いますので、さまざま

なアイデアが出てくると思います。そういう柔軟な形

の実行委員会であってほしいと思いますので、ぜひこ

れはいいチャンスだと捉えて、新たなあの組織も含め、

いろいろな人の関わりも含め、やっていただきたいと

思います。その中心にぜひ、子どもたちの思い出作り、

さまざまな体験を尾花沢でしていただきたい。尾花沢

のことを考えてほしいということを盛り込んでいただ

きたいと思います。教育長、いかがですか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育長。 

◎教育長（五十嵐   健 君） 

 ご提言ありがとうございます。子どもたち、ふるさ

と愛の育成、今頑張っているところなんですけれども、

その一番はやっぱり体験、知ること、そして自ら動く

ことという３つのポイントあると思うんですけれども、

体験を多くさせながら、地域を理解し、愛していくと

いうことで今、学校の中でも頑張っていますので、同

じように、地域全体でそういう企画を盛り上げていた

だければありがたいと思っています。またよろしくお

願いします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 ありがとうございます。それがひいてはＵターンし

て戻ってくるということに、この先何年なるか分から

ないんですけれども、１人でも多くの子どもたちが帰

ってくるような尾花沢にぜひしていただきたい。それ

は映像で、インターネットでライブ配信でいっても、

たぶん感じることができる世代だと思います。ですの

で、そういう企画を本当に柔軟に考えていっていただ

きたいと思います。 

 ちょっと順番が変わるんですけれども、４番目のコ

ロナ禍における文化活動への支援なんですが、こちら

のほうも、文化祭はこれから企画をなさってやられる

と思います。昨年も文化祭はやりました。大変厳しい

中だったんですけれども、入場制限で市内の方だけと

いうことで、入り口で孫の作品を見に来たんだけど帰

られた方もいらっしゃいましたので、ちゃんとした告

知をしまして、あとはネットのほうでぜひ、何か見れ

るようなステージを、ライブ配信するようなことがあ

ればいいなと思いますけれど、そのあたりはどうお考

えでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 文化祭につきましては、現在、例年どおり開催する

予定でございますけれども、今後感染状況が拡大して

いくような状況になれば、各団体との協議になります

けれども、デジタル配信についても検討していきたい

というふうに考えております。 

 ただあの、合唱など、各団体の方が集まるようなこ

と自体が困難になるような場合もありますので、そう

いった場合には、事前に練習風景などを配信するよう

な方法もあると思いますので、そういったことも含め

て、検討していきたいというふうに考えております。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 ぜひ練習風景、非常に大事だと思います。映像に写

りたくない方は別ですけれども、やはり自分で演奏す

るのを自分で撮ることができないですし、それをあと

で見るということも大切になる時もあります。あとさ

らには、さまざまなグループがいるという、こういう

グループがこんな活動しているというのを知らないと

いうのが、実はあると思います。それの連携も含めて、

いろいろなＰＲの仕方も、会員募集に使うということ

でもできると思いますので、この練習風景こそ、実は

あの大事にしていただきたいなと思っているところで

す。よろしくお願いいたします。 

 文化祭のほうは11月の何日かだと思いますが、ぜひ

市内の中では、いろいろな場所がありまして、３密に

なるどうのということではなく、いろいろなところに、

作品を展示するというようなコーナーをぜひ設けてい

ただきたいんですけれども、そのような形で、文化祭

以外でも、共同福祉の入り口とか、前は、旧庁舎の時

には市民ギャラリーというのがあったと思いますけれ

ども、現在、新庁舎の中ではそのような場所というの

はありますでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 



 財政課長。 

◎財政課長（本 間   純 君） 

 市民の作品の展示ということで、１階フロアのバス

待合のほうに展示させていただいております。ただス

ペースがどうしても限られたスペースとなりますので、

その辺ご了解の上、展示していただいて、皆さんから

見ていただくというふうなことでお願いしたいと思い

ます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 １階のそうですね、今あの黒板アートの作品がすば

らしいですね。いつも感心して、また次どんなものが

出てくるのかワクワクしているところです。あと３階

もそうなんですけれど、なかなかあまり市民が来れな

いところでも、非常に良いスペースがあると思います。

例えばあのラウンジのところも含めて、小さな作品で

あれば何点か掲げられると思いますので、ぜひ真っ白

な壁を見るのではなく、市民のそういう活動を毎月、

いろんな形でアピールする場ということでやっていた

だけないかなと私は思っているんですけれども、いか

がでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 財政課長。 

◎財政課長（本 間   純 君） 

 ３階ラウンジへの展示というふうなことで、ご提案

いただきまして、作品を展示することは届け出さえし

ていただければ、いくらでも展示することは可能なの

ですが、セキュリティとか、そういったものが全く取

られてございません。通常であれば、貴重な作品を展

示する際には、係員が付いて、盗まれたりとか、傷付

けられたりしないような対応も取らなければならない

かと思います。そういったできない部分もありますの

で、あくまでも市民のラウンジというふうな形で今使

われておりますので、その辺をご了解の上、展示して

いただく、皆さんから見ていただくということについ

ては、我々も極力協力してまいりたいと思います。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 塩原未知子議員。 

◎６番（塩 原 未知子 議員） 

 ぜひ積極的な市民の皆さんがいらっしゃいましたら、

飾れる場所をどんどん増やしていっていただきたいな

と思います。本当に見ていただければ、皆さん作る意

欲も出てきます。今本当にコロナ禍で、どこにも展示

できない、誰にも見ていただけないというような活動

をしていらっしゃる方も、でもこつこつとやっており

ます。そういう方々にも光を当てていただきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。以上、

私の質問は終わります。ありがとうございます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 以上で、塩原未知子議員の質問を打ち切ります。 

 次に３番 安井一義議員の発言を許します。安井一

義議員。 

〔３番 安井一義 議員 登壇〕 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 ９月定例会通告にしたがい、以下の３項目について

一般質問させていただきます。 

 １つ、ご当地戦隊のリニューアル。２つ、雪押し場

の確保と流雪溝のさらなる活用。３つ、家族のための

高齢者対策。 

 まず初めに、ご当地戦隊のリニューアル。ご当地戦

隊のリニューアルとＰＲ活動強化についてお伺い、２

つお伺いします。 

 １つ目として、コロナ禍の終息を見据えた活動を開

始すべきと思います。最近めっきり活動が見られなく

なった、おばね特産隊ごっつぉ３を、アフターコロナ

対策への活動へ活用すべきと考えます。コロナ禍にあ

り、各種イベントも延期や中止の中でも、ＳＮＳ等の

情報を発信でき、興味を持ってもらえると思います。 

 ２つ目として、子どもたちの感染拡大防止啓蒙や企

業紹介、特産品紹介などの強化です。いろいろな機会

に、いろいろな形で関わることは可能であり、効果が

期待できるものと思います。現在のすいかレッド、ぺ

そらイエロー、べごブラックのキャラクターにさらに

加えて、アスパラグリーン、大根ホワイトなど、戦士

を追加し、華やかにしてはいかがでしょうか。 

 ２項目目として、雪押し場の確保と流雪溝のさらな

る活用です。４項目ございます。 

 １つ目、降雪に備えた雪押し場の管理状況及び日常

対策について、昨年と同等の雪押し場の確保ができて

いるのか、お尋ねいたします。 

 ２つ目、通勤、通学の道路確保を安定的に実施。昨

シーズン、まだ除雪が終わらなくてということで、時

間で出勤、通学に出なければいけないというお話を伺

いました。ぜひ時間等での非常に厳しい中ではありま

すが、安定的に実施できるような方法で、ぜひ今年は

お願いしたいなというふうに思います。その状況につ

いて確認、どのようになっているかお答えいただきま

す。 

 ３つ目、流雪溝除雪のもう一歩の踏み出し。流雪溝



の投雪方法について、現在、重機での直接投入はしな

いこととされております。重機に含まれると思います

が、バケットでないもの、雪を飛ばすタイプについて

は、小型で、住民の高齢化もあり、各家庭に普及が進

んでいるところです。流雪溝の規模や利用量が同じで

ないことと、流末での閉塞、水上がりの可能性もあり、

難しいところではありますが、ぜひ直接投入できるよ

うな仕組み、運用の検討をお願いしたいと思います。 

 ４つ目、駐車場の排雪や屋根融雪等の無雪化に取り

組む。市道以外であっても、雪の処理は必要になりま

す。排雪作業や屋根融雪についても、継続した支援が

必要で、特に商店街での雪対策や屋根融雪についても、

さらなる支援をお願いしたいと思います。 

 ３番目として、家族のための高齢者対策であります。

平成12年に開始された介護保険制度は、今年で21年目

を迎え、介護が必要な高齢者の生活の支えとして定着、

発展してきました。尾花沢市では、花笠やすらぎプラ

ンinおばなざわ2021、第８期高齢者保健福祉計画、第

８期介護保険事業計画を策定しました。今後も令和７

年には、団塊の世代が75歳以上となり、令和22年には

団塊ジュニア世代が65歳以上になるなど、人口の高齢

化がますます進展していくことから、医療、介護への

ニーズも増加していくことが見込まれます。このよう

な中、本市においても、介護老人福祉施設があります

が、次の点について質問いたします。 

 １つ目は、施設介護サービスを受けている受給者は

何名いらっしゃいますか。 

 ２つ目は、入所待機者の問題です。待機者は何名い

るのでしょうか。またその入所待機者について、どの

ようなサービスを受けられるのかお聞きします。 

 以上、質問席からの質問は終わりますが、自席より

再質問いたします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

〔市長 菅根光雄 君 登壇〕 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 ただ今、安井議員より大きく３項目についてご質問

をいただきました。順次お答えいたします。 

 初めに、ご当地戦隊のリニューアルに関するご質問

ですが、本市では、おばね特産隊ごっつぉ３を平成23

年度に結成し、尾花沢市シンボルキャラクター雪ごろ

うとともに、本市のＰＲを図ってきました。キャラク

ターを知ってもらうことで、他市町村との差別化や、

子どもたちにも広く知ってもらえることで、本市の認

知度を上げる効果があると考えています。詳細は、担

当課長より説明いたさせます。 

 次に、降雪に備えた雪押し場の管理状況についてで

すが、道路除雪に伴う雪押し場について、各地区の区

長さんをはじめ、関係者の皆様から、ご理解とご協力

を得ながら、雪押し場の確保に努めています。昨年度

は、市内全域で約1,400ヵ所となっており、今年度も

同様に確保する予定です。これまで雪押し場について

は、各地区において確保していただいており、ご難儀

をおかけしておりましたが、昨年度から、集落等雪対

策支援事業費補助金として、民地の借用に係る町内会

の謝礼を２分の１補助する制度を創設し、237ヵ所分

に補助金を交付。地域の負担軽減に努めており、今年

度も引き続き継続していきます。 

 次に通勤、通学の道路確保についてですが、午前７

時まで１車線確保し、近年の傾向として、朝夕の降雪

が多いことから、状況に応じて日中も幅出しなどを実

施しています。主要な道路の交差点や大正小路などの

通学路については、状況を確認しながら早めの対応を

行っています。さらに、平成28年度からはＧＰＳを活

用した除雪情報提供システムを導入し、市民からの問

い合わせ等にも迅速に対応しております。引き続き市

民の皆様の冬場の安心、安全の確保に努めてまいりま

す。 

 次に間口除雪のもう一歩の方法についてですが、流

雪溝へ重機での直接投雪については、水上がりの原因

になり、さらに中網を開けてその作業となる場合もあ

ることから、通行人が誤って落ちる危険性があり、過

去には痛ましい事故も発生した経過があります。その

ようなことから、流雪溝管理委員会の中で流雪溝の使

用ルールを毎年度協議しながらチラシを作成し、本町

地区に配布し、さらには市報等でお知らせしておりま

す。なお、重機を使用して除雪される場合には、流雪

溝の脇まで重機で雪を集め、中網を閉めたまま、集め

た雪をスノーダンプなどで少しずつ投雪するよう、流

雪溝管理委員会でも話し合われておりますので、これ

まで同様にルールを遵守して使用願います。 

 次に、駐車場の一角に貯めた雪の排雪に対する支援

についてですが、駐車場の一角に貯めた雪の排雪につ

いては、個人の敷地内の雪であり、市道除雪の雪では

ないため、支援は行っておりませんので、排雪が必要

であれば市民用に開放している丹生川の雪捨て場へお

願いいたします。 

 事業所の駐車場の排雪については、企業敷地内の雪

対策の支援として、従業員３名以上の中小企業に対す

る消融雪装置の設置または除雪機械の購入に要する経



費を補助する制度がございます。また、豪雪対策本部

が設置された場合に、従業員３名以上の中小企業に対

して除雪経費を助成する制度もございます。新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大が続く中で、市内中小企

業者が制度を有効活用し、少しでも負担軽減となるよ

う制度周知に努めてまいります。 

 次に、屋根融雪等の無雪化への取り組みについてで

すが、人の手で屋根の雪を下ろさなくてもよい屋根融

雪は、雪処理の負担軽減や屋根からの転落事故を防止

することができ、市民の安全、安心につながるものと

考えています。本市では、居住空間の無雪化で快適な

雪国暮らしを目指し、これまでも居住空間無雪化プロ

ジェクトの取り組みを推進しており、現在の第８次尾

花沢市ふるさと暮らし応援条例においても、一般家庭

の消融雪装置の設置や除雪機の購入費用に対して助成

を行っています。 

 屋根と敷地内の雪処理の方法については、それぞれ

の家屋や土地の形状、場所により建築費、設置費、維

持費が異なることから、一概に屋根融雪が最適とは言

い難い面もあります。そのため、居住環境に最適な雪

処理の方法を市民の皆様に選んでいただけるよう、屋

根融雪等の消融雪装置の導入も含めて検討されている

方に対しては、適宜、窓口にて相談に応じてまいりま

す。 

 次に、介護施設入所希望者の待機状況と入所待機が

ある場合の緩和方法についてですが、介護保険制度は

平成12年度に、加齢による病気等で要介護状態となり、

入浴、排泄、食事等の介護、機能訓練、看護、療養上

の管理等の医療が必要な人に対して、保健医療サービ

ス及び福祉サービスを提供する制度として創設された

ものです。介護を要する状態となっても、できる限り、

自宅で自立した日常生活を営めるように必要な介護サ

ービスを総合的、一体的に提供する仕組みとなってお

り、介護給付にはデイサービスや訪問入浴介護などの

要介護者に対する居宅サービス、介護老人福祉施設、

いわゆる特別養護老人ホームなどの施設に入所する施

設サービス等がございます。 

 介護老人福祉施設の入所の要件としては、平成27年

度より原則要介護度３以上の方が対象となっておりま

す。介護施設は利用者と施設の契約に基づくもので、

現実的には、ケアマネージャーのアドバイスのもと、

家族の利便性からも、現住所の近くから検討されるも

のと思いますが、制度的には市内外を問わない制度と

なっています。 

 そのうち、本市における介護老人福祉施設のサービ

ス受給者についてですが、令和３年３月利用分につい

ては207名となっており、入所待機者については、県

で集約している最新の情報である令和２年６月１日時

点で171名となっております。 

 次に、入所待機中の方については、ヘルパーが訪問

して介護を行う訪問介護やデイサービスに通う通所介

護、福祉系の施設に短期間入所できるショートステイ

と呼ばれる短期入所生活介護、福祉用具の貸与や購入、

介護に必要な住宅改修など、居宅サービスを利用しな

がら在宅で過ごすほかに、医療機関への入院される方

もおりますので、利用者の状態に応じて介護サービス

を活用していただきたいと考えております。 

 なお、介護保険サービスではありませんが、有料老

人ホームやサービス付き高齢者住宅という選択肢もあ

りますので、複合的に検討していただきたいと考えて

おります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 私のほうから、ご当地戦隊リニューアルについて、

詳細を申し上げます。おばね特産隊ごっつぉ３は、本

市の特産品であります、尾花沢スイカ、尾花沢牛、ぺ

そら漬けをモチーフにしました、すいかレッド、べご

ブラック、ぺそらイエローの３人で構成されたご当地

戦隊で、平成23年度に結成されてございます。 

 主な活動といたしましては、徳良湖まつり等の市内

で開催されますイベントを中心に活動しておりました

が、近年、また市内の保育園、幼稚園での雪降り和牛

尾花沢の地産地消給食にも、べごブラックが登場する

など、さまざまな形で本市の特産品のＰＲ、また花笠

おどりのＰＲなどに、幅広く活躍してございます。 

 新型コロナウイルス感染症によりまして、イベント

が収束されているなか、残念ながら活躍の場が減少し

てございますけれども、８月14日に行われましたオン

ライン成人式の中では、新型コロナウイルス感染症退

散をテーマとした寸劇などを披露し、新成人への応援

メッセージを発信するなど、コロナ禍でも活躍の場を

設定してございます。 

 このコロナ禍における、尾花沢特産隊ごっつぉ３を

活用したＰＲ、情報発信については、年齢を問わず親

しみやすいキャラクター性を活かした情報伝達ツール

として大変有効だと考えてございます。今後とも、新

型コロナウイルス感染症感染拡大の防止の啓蒙活動を

はじめ、特産品や本市産業のＰＲなどにつきまして、



公式キャラクター雪ごろうとともに、動画や写真など

を活用して、民間の皆様もご活用いただけるよう、広

く活躍させてまいりたいと思います。 

 また、ご提案のございました新キャラクター、アス

パラグリーンと大根ホワイトの加入につきましては、

ほかの特産品との関係もございますので、どのような

形がよいか、どのような形が効果的なのか検証してま

いりたいと思います。以上でございます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 ご答弁いただきました内容について、再質問させて

いただきます。 

 まず、ご当地戦隊のリニューアルということで、ご

っつぉ３ということで、戦隊ものというのは５人が通

常の定員というふうに私は認識していたんですが、３

人ということで、ちょっと少なくて寂しいのかなとい

うことでありますが、この辺の３人というのは、何か

こだわっているところがあるのかお願いします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 この特産隊の名前です。尾花沢特産隊ごっつぉ３と

いうことで、尾花沢では、ごちそうさまのことを「ご

っつぉさん」という、それに引っ掛けたような形で、

この名前、ネーミングが付いたと思います。ごっつぉ

３の３、名前についても数字の３が名前になってもご

ざいまして、ちょっと５人が通常というふうなことで

もございましたけれども、その辺もちょっと、どのよ

うな形がいいかこれから研究させていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 ネーミングも非常に凝ったもので、ごっつぉさんと

いう方言をうまく使われたネーミングだったなという

ふうに思いますので、キャラクターを増やした際には、

ごっつぉさん２というような形で、もう３体ぐらいを

考えていただいて、それぞれに活躍できるような場を

検討していただければなというふうに思います。強い

て言えば、さくらんぼピンクですね、この辺を増やし

ていただくと、３色うまく色が使えるのかなというと

ころがありますので、ぜひご検討お願いしたいと思い

ます。 

 次に、雪押し場の確保と流雪溝のさらなる活用とい

うことで、昨年も聞いていますが、市内全地域で

1,400ヵ所の雪押し場ということで、昨年同様の確保

だということと、あと雪押し場の民地の借用について

は２分の１を補助する制度を創設していただきまして、

237ヵ所に補助金を出していただいているということ

でございます。どうしても市道の雪ではありますが、

市の所有するところで処理が難しいということで、ぜ

ひこの辺のところは、スムーズな除雪ができるような

形で、町内、各地区での協力を仰ぎながら、道の確保、

スペースの確保ということで、ぜひ進めていっていた

だきたいと思います。 

 またあの答弁にもありましたが、敷地内で処理でき

ない降雪などについては、状況に合わせ対応していく

ということですので、どうしてもそこで処理しきれな

いというところについては、窓口がどこにあるのか、

区長に連絡をするのか、それとも近隣でなんとかお互

い様、協力し合いながらということになるのか、その

辺のところは進めていかないといけないなというふう

に思いますが、どうしてもだめだという地域について

は、ぜひご相談にのっていただいて、雪に困らない生

活ができるような対策で、ぜひお願いしたいと思いま

す。 

 流雪溝への投雪に重機の使用をお願いしたいという

ことでの、今回の質問内容になっていますが、中網を

開けて投雪しないと使えないということなので、バケ

ット等の重機を使っての投雪については、中網を開け

ないということが大前提であれば、使えなくて当然と。

しかし飛ばす機械については、その間から入れること

もできますし、あと一度近くに寄せた時に、どうして

もすべって入っていくようなところもありますので、

場所によっては使えるところもあるのではないかとい

うことで、一律重機でＮＯということではなくても、

ここは使用ができますよというような、ある程度地区、

その流雪路線と言いますか、一律もう流雪溝ではだめ

ということではなくて、その流雪溝の管理のところで

できないかなというふうに思いますが、その辺はいか

がでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 お答えいたします。今、安井議員のご質問の内容は、

一部流雪溝区間を決めて、小型のロータリーでの投雪

もできないかという問いであります。基本的に本町の

流雪溝は、面的な整備になっております。限られた水

で本町地区、例えば新町、上町、横町のほうに回して



おります。こちらのルールにつきましては、先ほど市

長の答弁にもありました。除雪機械での直接の投雪は

禁止とさせていただいております。重機を使う場合に

は、一旦流雪溝の前に雪を貯めて、そのあとスノーダ

ンプで投雪していただくというふうな形になっており

ます。小型のロータリーで飛ばしたとしても、雪がダ

マになります。これが雪詰まりの原因になって、その

場所では水上がりにはならないかもしれませんけれど

も、下流域になれば水上がりの原因になります。本町

地区は、先ほども言ったとおり、面的に、全体でその

同じ水を共有しておりますので、一部の区間だけ可能

だということではできませんので、今言ったルールを

遵守していただいて、流雪溝の有効な活用をしていた

だければと考えております。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 流雪溝は全部１つだというふうな今ご回答というこ

とで、よろしかったでしょうか。場所によっては、ど

うしても幅が狭かったり、流量が少なかったりという

ことで、一律ではないのは分かるんですけれども、十

分使えるのに使えていないというところが、私は問題

になるのかなというところがあって、ぜひその重機で

の投雪の一律の流雪溝のルール使用ということではな

くて、特例というような形でもできるのかなというと

ころがあったので、質問させていただきました。 

 また流雪溝の流末で、その閉塞での水上がりという

こともありますが、雪だけでなくて、やはりそのスコ

ップがあったり、スノーダンプがあったりということ

で、どうしても雪以外のものもあるということで、日

常、今２名体制で、その流雪溝の点検等していただい

ていますので、大きく事故にはなっていないのかなと

いうことで、そういった形で、もう少しうまく活用が

できればと思います。そのいつまで経ってもなくなら

ないというものではないので、そこで何とか処分した

いというのは市民の気持ち、私自身もそういうふうに

思うところがあるので、一時的にその雪を流すという

ことをできれば、そこである程度の終わりが見えるの

かなというところがあるんですが、その辺はいかがで

しょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 流雪溝を使っている皆さんで、除雪機で直に投入し

たほうが楽だというのは分かります。しかし、流雪溝

管理委員会の中で、市民の命を守るため、安全、安心

に使ってもらうための話し合いを常にやっていただい

て、そして全戸に冬来る前にですね、皆さんにそれを

配布しているわけです。そういった委員会の話し合っ

ていることもご理解いただきたいと思います。 

 それから安井議員はご記憶あるかどうか分かりませ

ん。今から35年前、本当に流雪溝で大変な事故があっ

たことはご記憶ありますか。あの時、私の同級生の子

どもでした。じいちゃんが流雪溝の蓋を開けて投雪し

ていて、そして孫さんが小学校間もなく入学、２月だ

ったと思います。ランドセルも買ってもらって、もう

小学校行くのを楽しみにしていた女の子でした。その

子が、じいちゃんにお手伝いするつもりで雪をいじっ

ていて、じいちゃんがちょっと目を離した隙に、中網

を開けていたもんですから、すっと落ちてしまって、

朧気川のほうまで流れていってしまったと。そして尊

い命を失ってしまったと。あの時の家族の悲痛な悲し

み、あれを考えた時に、どうやったらこれを防げるか

と言ったら、やはり決められていることを遵守するこ

とが一番ではないかと。そのあともございました。新

町で、たまたま除雪をしていて、そして流雪溝の中網

を開けていた。小学校の帰りにお子さんがそこに落ち

てしまって、そして機転を利かせて、その子は上向い

て落ちたもんですから、次のその流雪溝の入り口のと

ころの鉄枠にしっかりと掴んで、そして助けを求めて、

皆さんで助けあげたと。九死に一生を得たという状況

でございました。そういったことを考えた時に、中網

を開けておくことが、どれほど危険なことであるかと

いうふうになれば、市民の皆さんにも、そういった事

例をお話していただければ、ご理解していただけると

思います。なんとか昨年の冬は大変な雪でしたけれど

も、今年も雪が少ないことを願っておりますので、市

民の皆さんにご理解をいただいて、ご利用いただいた

ほうがいいのではないかと思いますので、安井議員に

もぜひよろしくお願いしたいと思います。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 痛ましい事故については、うちの近所でありますの

で、記憶にありますし、やっぱりそんなことがあって

はいけないということは重々承知しております。ただ

直接入れるのと、中網を開けるというのは、ちょっと

切り離してもいいのではないかなというふうに思いま

すので、入らないので中網を開けるということではな

くて、もう中網を付けた状態で使うのは、もう大前提



だと。ただ機械でそこまで入れるというところの作業

を、できるような形での運用をできないのかなという

ことで、ちょっと質問させていただきました。流雪溝

としては、市内全域ということで、該当する住民の方

の利便性というふうに考えると、市内全域で流雪溝が

整備されているわけでありませんので、あるところの

人だけという形になってしまいますので、ある程度の

制約ということでは、必要にはなるかと思いますけれ

ども、使えるものを活用していきたいというところの

気持ちを伝えさせていただきました。では、昨年同様

の運用の方法になるというふうなことでよろしいでし

ょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 先ほど市長の答弁のほうにもありました、流雪溝の

ルールについては、毎年度、流雪溝管理委員会の中で

協議しながら決定しております。通常今までの経過も

あって今のルールになっておりますので、今年度も一

応11月に流雪溝管理委員会の開催予定であります。事

務局の方向性を示しながら、チラシとルールのほうを

決定していきたいと思っております。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 ありがとうございます。市民の安全を守ることが第

一ということになりますので、安全に作業ができるよ

うにということで、ぜひご検討のほうよろしくお願い

したいと思います。 

 次に、駐車場等の雪の排雪や、あと屋根融雪、もし

くはその除雪機の費用ということで、だいぶ手厚く助

成のほうが進んでいるというふうには感じていますが、

まだまだ一本化と言いますか、一般住宅は一般住宅と、

商店は商店ということで、確認した時に、こっちは助

成できません、該当しませんというような回答になる

場合があるんですが、１つの建物の時の、按分でなん

かされているということなので、その辺のところをう

まく活用できるような形で、ご検討していただきたい

と思うんですけれども、商店のほうでの、従業員３名

以上の中小企業に対する消融雪装置の設置ということ

での助成があるということですので、３名いないとこ

ろのほうが該当しないということで、そこは一般住宅

にもならないということで、ちょっと谷間になるのか

なというふうに思いますので、その辺のところを救済

する方法とかはないのかお尋ねします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 お答えいたします。事業所の駐車場につきましては、

先ほど答弁のとおりでございますが、企業の敷地内の

雪の対策支援として、従業員３名以上というふうなこ

とになってございます。こちらにつきましては、尾花

沢市中小企業等雪対策設備設置補助金ということでご

用意してございます。企業者の定義としましては３名

以上というふうなルール、あと企業立地促進条例の適

用範囲に該当する事業所、あと日本標準産業分類中分

類に該当する企業ということで、ある程度、商店関係

も網羅されてございます。また常時雇用ということで、

雇用保険に加入されているなどの条件もございますけ

れども、例えば商店、店舗兼住宅というふうな形であ

れば、やはり住宅部分と事業部分、商店部分というの

があると思います。そこでその割合を按分してやって

いるというふうな運用をしてございます。 

 住宅については、定住応援課のほうでやっておりま

す住宅の消融雪の補助があると思いますので、そちら

との運用になるかと思います。以上でございます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 できるだけその雪を片付けるということでの一助に

なればということで、ぜひお願いしたいというふうに

思います。あと融雪の方法ということで、私のところ

は隣接の家が近いので、屋根で融雪するのがいいのか

なということで思っていたところですが、敷地に余裕

があれば、落ちた雪を窓の下だけ片付けて、十分間に

合うというようなこともありますので、例えば家を建

てる際に、ソーシャルディスタンスではないですけれ

ども、スノーディスタンスということで、雪を考えて

のスペースということで、少し隣接との間隔を空けて

建てるような、あとはその屋根から雪が落ちるような

ところの対策を考えてということでの、建築上の何か

制限はできる方法はないのか、お尋ねしたいと思いま

す。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 雪に関しての建築上の制限というのは、私存じ上げ

てございません。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 



◎３番（安 井 一 義 議員） 

 建築法上いろいろ制限があって、斜線制限とか隣地

との制限というようなところが、いろいろとあるかと

思いますが、尾花沢では雪を置くと言いますか、その

雪を考えてのスペースも必要でないかなというふうに

思いますので、何かその辺で特例の、そういう制限を

して、少し広めに取っていただくと、もう少し雪の管

理が楽になるのかなというふうに思いましたので、特

にはないということですので、今後いろいろ都市計画

内で用途地域の制限等の形もありますので、その辺の

中でうまく雪対策も取り込めていければなというふう

に思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、介護サービスではありませんが、有料老人ホ

ームやサービス付き高齢者住宅という選択があるとい

うことですが、尾花沢にはサービス付き高齢者住宅が

まだないと思うのですが、この辺のところは今後整備

されていかれるおつもりなのか、お伺いしたいと思い

ます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 お答えいたします。市としましては、特に高齢者住

宅という考えのほうは、今のところはございません。

以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 行政側でそういう施設を運営するというのは、非常

に費用も掛かりますし、建物等、非常に運用等につい

てもノウハウが必要ですので、民間の有料老人ホーム

やサービス付高齢者住宅ということでの招致のほうを

ぜひあの考えていただいて、安心して老後も住める尾

花沢ということで、子育てだけでなくて、老人につい

ても頑張っていただきたいなというふうに思います。 

 以上で、一般質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 以上で、安井一義議員の質問を打ち切ります。 

 次に、９番 鈴木清議員の発言を許します。鈴木清

議員。 

〔９番 鈴木 清 議員 登壇〕 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 先の通告にしたがい一般質問させていただきます。

私の質問は大きく３つの質問になります。 

 １つ目、説明会後の小中学校統廃合の課題。６月に

地区説明会が開かれ、貴重な意見や不安、疑問が出さ

れ、その後、教育委員会のＱ＆Ａの資料を提出してい

ただきました。以下、小中学校統廃合の課題について

３点質問いたします。 

 １つ目、小中学校の併設について。小学校と中学校

を併設するメリット、デメリットとは何ですか。 

 ２つ目、中学校を建設する時の学校形態の再検討に

ついてです。2000年に広島県呉市で義務教育学校、小

中一貫校が始まって21年が過ぎ、全国で小中一貫校が

増加しています。近くでは新庄市萩野学園（2016年）

があり、新潟県湯沢学園（2014年）も視察して来てい

らっしゃるとお聞きしておりますが、現時点での義務

教育学校をどう評価していますか。 

 ３点目、学校形態の再検討のためには、市民、保護

者、教職員に義務教育学校と非一貫校、現在の小中学

校との学制の違いや、教育内容や教育プログラムを知

らせる学習会が必要と考えますがどうですか。また学

校形態はどのように決定していく考えですか。 

 大きい２点目です。園の送迎バスに運行経費助成を。

７月29日に福岡県中間市の認可保育園で、５歳児が送

迎バスに取り残され、熱中症で死亡した痛ましい事故

がありました。事故は保育士の添乗や降車チェックな

ど、業務の過失の重なりがあり、園任せの送迎バスの

運行実態がありました。二度と同じ事故が起きないよ

うに教訓とするため、以下３点質問いたします。 

 １つ目、保育園、幼稚園、認定こども園の送迎バス

についての園による、国による運行規則などの定めは

ありますか。市は送迎バスの安全をチェックしていま

すか。 

 ２点目、園の送迎バスの維持費は一例を挙げれば、

大阪府調査によれば、駐車代なども入れて年に500万

円から600万円必要とされているようですが、市はど

のように園の送迎バスに財政支援をしていますか。 

 ３点目、幼稚園、認定こども園には、2015年スター

トの子ども子育て支援新制度により、通園送迎加算が

創設されましたが、１号認定児のみの線引きで不十分

な額のため、園の持ち出しが多くなっていると言われ

ております。そのため、園は通園バス代として１人、

月3,000円程度の実費上乗せ徴収をせざるを得ない実

態があります。今後さらに少子化により、さらに厳し

い財政状況になることが予想されます。園児はどの子

もかけがえのない尊い命を輝かせています。命を守る

安全な送迎バスの運行のために、保育園、幼稚園、認

定こども園の区別なく、２号３号認定児にも市による

送迎バス運行経費の助成が必要と考えますがどうです



か。 

 大きい３点目です。高齢期の聞こえの支援を。補聴

器助成について２点質問いたします。 

 １点目です。高齢期の難聴は生活に不便をきたし、

会話に入っていけず、社会参加に支障をきたし、孤立

するケースもあります。高齢者の社会的孤立が認知症

やうつ病を進行させていくのではないかということが

今問題となっています。本市は難聴の実態をどう把握

していますか。例えば、要介護認定時の聴力調査の集

計があります。さらに、毎年の身体障害者の補装具で

ある難聴器の購入申請者の数で実態を把握する方法が

あります。 

 ２点目の質問は高齢者が元気でいきいきと暮らして

いけるように。働くことにも労働ができるようになっ

たり、社会参加が増えるよう、また認知症にも、認知

症対策としても、聴力機能の低下がある、中度、軽度

の高齢者に補聴器の購入費の一部を助成してはどうで

しょうか。 

 以上、３点の質問ですが、答弁によりまして自席で

の再質問させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 ここで、昼食のため１時まで休憩いたします。 

 

             休 憩  午前11時51分  

             再 開  午後１時00分  

 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 再開いたします。 

 午前中に引き続き、鈴木清議員の質問を続行いたし

ます。 

 市長。 

〔市長 菅根光雄 君 登壇〕 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 鈴木清議員からは大きく３点についてご質問をいた

だきました。 

 説明会後の小中学校の統廃合の課題については、教

育委員会より答弁いただきます。 

 次に、園の送迎バスへの運行経費助成についてお答

えします。 

 保育所は、本来、保護者の送迎を基本としており、

国による送迎バスに関する運行規則の定めはありませ

ん。このたびの福岡県での事故を受けて、国及び県よ

り、保育所等における安全管理の徹底について注意喚

起があり、市内保育所及び認定こども園と、安全管理

の徹底について再度確認を行ったところです。各園の

送迎バスにおいては全て添乗員が配置されており、園

児の安全確保はもちろんのこと、乗車、降車の際は必

ず人数の確認を行っています。また、バスを利用する

児童に限らず、連絡のない欠席等については、園より

必ず連絡を入れて児童の所在を確認するなど、公立、

私立を問わず、園における安全対策はしっかりなされ

ています。 

 私立保育所等への送迎バスに関する経費の助成につ

いては、社会福祉法人ひまわり愛育会で運営する、よ

つば保育園についてのみ、運行経費及び添乗員経費を

助成しています。これは、福原地区の４地区保育園統

合の際、遠隔となる地域からの要望に基づき運行する

こととなった送迎バスに対して、統合に伴う特殊事情

として助成することとしたものです。本町地区におけ

るその他の保育施設で送迎バスを運行しているのは、

認定こども園１園であり、おもだか保育園、ひまわり

保育園の２園については、運行しておりません。 

 認定こども園における送迎バスの運行は、運営する

法人がこれまでも責任を持って取り組んでこられてお

り、また、保護者が園を選択する選考材料として、他

園との差別化を図るための、特色あるサービスの１つ

として取り組まれてきたと考えますので、助成を行う

ということは考えていません。 

 保護者の送迎による児童の通園は、園での様子や家

庭での様子を伝え合う、保護者と職員との貴重なコミ

ュニケーションの場とも捉えています。各園における

日々の確実なチェック体制や安全対策で、大きな事故

もなく、安心安全な保育が実施されているものと認識

しています。 

 次に高齢期の聞こえの支援についてお答えします。 

 本市の高齢者の聴力低下の実態についてですが、要

介護認定における認定調査で、聴力に関する項目があ

り、聞き取りを行い、個々の要介護度の判定に反映さ

せておりますが、程度や人数等の全体的な把握までは

行っておりません。また、住民健診時に聴力検査を取

り入れる方法が考えられますが、住民健診は疾病を早

期発見する目的であることから、加齢に伴う聴力低下

を発見する検査は、国が示す健診項目には入っており

ません。しかし、聴力低下が進むことでコミュニケー

ションが衰え、社会的に孤立し、認知機能が低下する

と言われていることから、月１回実施している健康相

談会の中で、聴力に関する相談も受け付けております

ので、ご利用いただきたいと思います。 

 また、障がい者総合支援法に基づく補装具としての



補聴器の購入助成に対する申請は、昨年度は11件で、

今年度は９月１日時点で４件となっております。 

 次に補聴器の購入費への助成についてですが、聴力

が低下すると、周囲からの情報量が絶対的に減少し、

その結果、他人の言っていることがよく聞きとれない、

会話がうまく成立しないという経験を繰り返し、周囲

との関わりを避けるようになります。そして、次第に

社会との交流が減少し、精神的健康にも影響を与え、

認知症につながっていくことがあるようです。 

 聴力低下に対する方法として、補聴器などの機器を

活用して、聴こえにくさを補うことが一般的でありま

すが、自分で商品を選んで購入しても聴力に合わず、

聴こえにくさが解消しないため、継続使用に至らない

方も多くいるようです。 

 また、いわゆる補聴器と言われるものも千差万別あ

り、医療機関を受診し、医師の診断書に基づいた補聴

器を購入するという流れには至っていない方が多いの

が現状のようです。聴覚障がい者の手帳の申請に至ら

ない、聴力低下がある高齢者への補聴器購入費の一部

助成についてですが、全国的にも助成を実施している

自治体はほとんどなく、まずは、加齢性難聴が高齢者

にもたらす社会的、身体的、心理的な影響が想像以上

に大きいことや、認知症との関連について、高齢者に

限らず、家族や周囲の方々が、広く認識してもらうこ

とが必要だと考えていますので、機会を捉え、この聴

力低下に対する正しい知識と対処方法の周知と普及に

努めてまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（髙 橋 和 哉 君） 

 私のほうから、小学校と中学校を併設することによ

るメリット、デメリットについて、お答えします。 

 併設することによるメリットとしては、次の２点が

考えられます。 

 １点目は、小学校と中学校が共同で行事を行ったり、

学習で協力したりするなど、学校の枠を超えての交流

がやりやすい点です。 

 ２点目は、子どもに関する情報交換がしやすくなり、

中１ギャップの解消に向けての効果が期待できます。

さらには、小中お互いの様子を見合うことで、先輩の

姿が目標となったり、小さい子への配慮や思いやりの

心を育てたりすることなども期待できます。 

 反面、デメリットとしては、校内放送やチャイム等

について、お互いの活動に影響を出さないための確認

や配慮が必要となることなどが挙げられますが、大き

なデメリットはないと思っています。 

 次に、義務教育学校の評価についてのご質問ですが、

義務教育学校については小学校６年、中学校３年の計

９年間を一貫した教育目標のもと、学校経営を行って

いくという観点では、系統的で継続的な教育が実施で

きると考えています。しかし一方で、小学校と中学校

のメリハリがなくなることで、小学生高学年のリーダ

ーシップを育てる機会が少なくなるといった点などで

課題があります。 

 まずは、尾花沢市小中学校のあり方に関する基本方

針（案）でお示ししたとおり、当面の間、小学校と中

学校は別々の場所で独立した設置となりますので、教

育課程の要所において、小中学校で連携した取り組み

を行っていく考えです。ただ、将来的には、小中学校

が併設される時期に、その時代に合わせ、学校形態に

ついては改めて判断していく必要があると考えていま

す。現状、県内の状況をみると、最上地域で義務教育

学校への移行に取り組まれていますので、今後調査研

究しながら、小中学校が併設される時期までに判断し

ていく必要があると考えています。 

 こうした検討を踏まえて、学校形態についての判断

を行う上では、まずは子どもたちの教育環境として、

どのような形態が望ましいかを第一に考え、さらには

教職員や保護者等の意見もお聞きしながら、その時期

に合わせ、最終的な方針を決定していきたいと考えて

おります。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 答弁ありがとうございました。それでは順番に質問

させていただきたいと思います。 

 最初に小中学校統廃合の課題ということで、５地区

で説明会が開催されました。私は大変勉強になったな

と思っているところです。特に保護者からは、子ども

を第一に考えていただきたいという意見がありまして、

私の質問も、子どもを第一に考えてみたいと思ってお

ります。 

 最初にスケジュールについてということで書いてあ

るんですけれども、将来的に小学校統合の後、併設の

考えであると。私の前の質問の時に、昨日の大類議員

の質問でもありましたけれども、あと20年間統合しな

くても時間はあるなと思っておりましたが、できるだ

け早く隣接したいという考えだとお聞きしましたけれ

ども、どうしてできるだけ早く隣接したいと考えてい



るか、お聞きしたいと思います。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 中学校の隣接についてでありますけれども、昨日も

お答えしたとおり、まずは小学校の整備を進めていく

考えであります。その後、財政状況も踏まえまして、

時期については判断していきたいというふうに考えて

おります。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 私の資料の手書きのグラフみたいなところで説明し

ますと、併設を早めにするとしてＢのあたりで併設す

るとすれば、Ａのあたりから早めに議論していかなけ

ればならないのかなというふうに思っておりますが、

まだ財政状況を見ながらという判断になるようなので、

じっくりと研究していく必要があるのではないかと思

っております。 

 その下の可逆性ということで、独立した学校から一

貫校にできるかどうかの、私なりの解釈でちょっと書

いたんですけれども、一体型の場合だと駄目で、分離

型の時は小中別々でＯＫだと。隣接の時はいろいろ課

題が出てくるというふうな課題であります。 

 飛びますが、右の一番上のメリット、デメリットと

いうことで、説明会で質問があった回答です。すばら

しい名回答で、100点満点だなと私は思っているとこ

ろなんですけれども、反対の、小中一貫校の反対の側

から言いますと、私の右の四角のメリット、デメリッ

トで考えると反対になってしまいます。これの回答は

小中一貫校を意識した内容に思われるんですけれども、

一貫校としての回答ではないんでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（髙 橋 和 哉 君） 

 お答え申し上げます。市の現在の方針としては、一

貫校という考え方、併設型の連携を取りながら進めて

いく、それぞれ独立した学校というふうな小中学校の

考え方でおりますので、そういった考え方のもとお答

えさせていただきました。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 最終的に併設の段階で、義務教育学校の評価が出て

くるので、最上地区の小中一貫校について学びながら、

決定していくんだということになっていると思います。

最終までに、やはり小中一貫校という選択肢が残るの

で、私は意識して考えていきたいなと思っているとこ

ろです。 

 左側の日本で最初の一貫校ということで、広島の呉

中央学園のちょっと図をお借りしましたけれども、普

通では一貫校というのは体育館１つ、それから図書室

も職員室も校長も１人、保健の先生も１人ということ

でなりますけれど、これはグラウンドが２つある状態

の小中一貫校で、小学生はこっちで遊ぶ、中学生はこ

っちで部活できるという工夫もあって、こんなふうな

イメージで、いろいろ工夫していけばいいんだなと思

ったりしていますので、全部が全部駄目だというふう

に私は否定しないで、研究しないといけないと思って

いるところです。 

 その下のあの財政的な例ということで、昨日も大類

議員の発言ありましたけれども、私も新潟県湯沢町の

湯沢学園を見てみますと、大体50億円ぐらい掛かって

います。その中で３分の１が国と県から来ますけれど

も、７割が町負担になっていますけれども、現在はこ

れは変更になっているんでしょうか。負担割合という

のは。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 学校整備にかかる財源の部分でありますけれども、

昨日申し上げましたとおり、補助金については、文部

科学省の補助金のほうを活用していく考えであります。

ただあの全体的な学校整備に係る事業費についてもま

だ積算できていない状況でありますので、それが積算

できしだい、財政のほうとも、その補助金も活用しな

がら、どういった財政の割合になるかは、今後検討し

ていくことになります。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 現在は公共施設総合管理計画ということで、財政誘

導でもう少し負担が多くなっておりまして、この間聞

いた時に、100分の55だというふうにお聞きしており

ます。同じことをまた聞いてしまいましたけれども、

そういう財政措置があるということはあります。それ

で全国で小中一貫校が進んでいるということあります

けれども、私は何よりも、子どもの視点で考えていく

べきだなと思っております。その湯沢学園の写真を見

ましたところ、保育園から小中と学童保育と、ずっと



船の形みたいにずっとありまして、認定こども園３年

から見ますと、３プラス９年で12年間この同じ風景の

中で勉強していくんだなと思って。これは、私は小学

校３年の時に、もうあと小学校行くのいやだなと思っ

た時があるので、12年間というのはすごい長いなと思

いますけれど、一貫校というのはそういうものなんだ

なという。ところどころ、やっぱりそばに川があった

りしていまして、昨日の話でも、洪水の問題なんかも

吟味しなければならないということありましたけれど

も、お互いに小中学校に制限かけなければいけないこ

とがあったり、それから運動会を運動会と言わずに体

育祭と呼んでいましたけれども。学力はどのくらいだ

というと、中の中ですという報告がありまして、やっ

ぱりそんな、中の中という言い方がいいなと思ってみ

たところです。ちょっと余談になりました。 

 そして右のほう見てもらいますと、最終的に小中一

貫校に選択した場合、何が問題になるかというのを、

Ａ、Ｂ、Ｃで表してみました。Ａのほうは学生が変わ

ると。６、３制、世界中でほとんど６、３制で進んで

いるわけです。小学校は学童期、中学生は思春期と、

そういう発達心理学の分類でもそういうふうに別れて

おりまして、６、３制が一般ですけれども、小中一貫

の場合は４、３、２制にならざるを得ないというふう

になっておりまして、推進する側から見れば５、６年

生に中学生の先生が入って教えることができるんだと

いうふうになっております。私も実は免許を持ってい

たんですけれども、今は無効になっていると思います

けれども、小学校の免許を持っている方が、中学校に

教えることはできるか。中学校の免許を持っている人

が、小学校に教えていいのかどうかというのは、どう

お考えですか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（髙 橋 和 哉 君） 

 基本的には、配置される職員については、小学校、

中学校両方の免許を所有しているということが望まし

いというふうに考えております。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 乗り入れができるっていう今の説明なのかなと思い

ますけれども、免許制度も今ちょっと変わる時期にな

っていまして、私たちの教員養成課程卒業者から見る

と、やっぱり両方持っていないとできないというのが

普通で、大学もそういう養成についての考え、きちん

としてもらわないとできないというふうに思っている

ところなので、課題としてはあると私は思っています。 

 Ｂの相互乗り入れ授業になると、ただでさえ先生方

が忙しいのに、もっと忙しくなるのではないかと。中

学校の先生が算数を教えにきたとしても、子どもたち

が、中学校の先生にすぐ馴染めないのではないかなと

思うんです。小学校の先生は学級担任制なので一日中

いて、コミュニケーションとってやっているというの

に、相互乗り入れをすると、学級をまず把握して、教

え方を工夫しないといけないということで、これは先

生方忙しくなるという声が多く出ていますが、その点

はどういうふうにご覧になっていますか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（髙 橋 和 哉 君） 

 お答えします。実は我々のほうも研修させていただ

きまして、萩野学園の元校長先生からお話を伺ったり

いたしました。その中で運用の工夫として、どのよう

にやっていたかというふうなことなんですけれども、

小学校の先生というのは一日中、基本的に仰ったよう

に自分のクラスで授業をする。ただし、早く終わって

後ろにゆとりがある。中学校の先生は、時折授業の空

きがある。ただし、後ろのほうで部活があったりする

というふうなバランスが今成り立っているところです。

それを全部オープンにして、時間割上で、小学校も中

学校の先生方も並べた上で、みんなで納得した上で運

用していったと。ただならすだけではいけないですけ

れども、先ほど仰ったような専門性のある授業を子ど

もたちに経験させる、そして先生方のほうのバランス

を取るというふうなことを、意識して運用していった

というふうに伺っていますので、そういうところを参

考にしたいというふうに考えております。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 それを聞きまして、教材研究する時間がないという

のが今の現場の現状だと思いますけれども、そういっ

た中学校の先生に関しては、空き時間がある時は可能

だということで理解したいと思います。 

 ＣのＰＴＡのあり方はどうなるかということで、い

ろいろな場合がありまして、小中別々のＰＴＡを立ち

上げるのと、一緒のＰＴＡにするというのと、あとも

う１つコミュニティスクール委員会というのを作って、

学校運営協議会的なことをするというふうなこともあ

りまして、これも将来的に検討する課題として考えな



ければいけないと思うんですけれども、いかがですか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（髙 橋 和 哉 君） 

 ご指摘のとおり、実はＰＴＡのあり方に関しまして

も、現在本市の小学校あたりについては、かなり小規

模になっていて、保護者自体少なくて、もう皆さん役

員のような形でやっていくようなところもございます。

そういったところの解消に向けて、１つの大きな案に

なっているなというふうに思っているところです。た

だ独自性、学校の独自性を保つためには、そのＰＴＡ

の組織というのは、学校ごとにはまず必要かというふ

うに思っています。ただご指摘のような、コミュニテ

ィスクールに関わった考え方については、現在我々の

教育委員会の設置の努力義務というふうになされてお

ります。そのあり方について検討しておりますが、そ

ういった機関に関しては、学校ごとだけではなくて、

大きなくくりで、学区ごとであるとか、学校別である

とかというふうなくくりで見て、ご指導ご意見をいた

だくような、そういうふうな機関の設置についても検

討を進めていきたいというふうに考えております。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 ＰＴＡに関しては、統廃合するだけでもいろんなと

こから集まってきて、ＰＴＡをどういうふうに運営す

るかという、いろいろ困難な状況をお聞きしておりま

す。ですけれども、やはりＰＴＡと一緒になって学校

を作っていなければならないということで、課題とし

て認識しております。全体として私感じるのは、やは

り市民と保護者、教職員に、小中一貫校とはこういう

ものだという説明をする場が必要なのではないかと。

最後に決めるのは、どういうふうに決めますか。同じ

ように説明会して決めますか。お尋ねします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 鈴木議員に、ちょっと私のほうからお答えしますけ

れども、今、小中一貫校にするかどうかというのは、

まだ何もそんな話ししてないわけであって、よそでこ

うだからというふうな材料を出されても、今取り組む

ものではなくて、今どういう形での統合がいいのか、

地域の皆さんに意見を伺って、そして慎重に進めてい

る段階です。もちろん鈴木議員も、教室で頑張られた

経験があるわけですから、お分かりだと思いますけれ

ども、教育は変わってきています。私たちが小中学校

の頃と、鈴木議員が小中学校の頃と、まるっきり変わ

ってきておりますし、ここ最近のタブレットの授業

云々考えても、私たちの時代では考えられなかった教

育の変化が出てきているわけです。ですから先生たち

も、それに合わせる形での指導要領に沿った形で、皆

さんが頑張ってくれているわけです。今そうした中で、

今後の尾花沢の学校をどうすべきかということで今や

っている時に、こういったところまで、今入り込むも

のではないと思いますので、その時期になったらです

ね、ぜひ先頭に立って、こういったことを、声を大に

してご提案いただけるとありがたいんですけれども。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 ご指摘のとおり、先走りしている感が私の場合あり

ますけれども、研究課題としては重大なテーマなので

話させていただきました。私は場所に関しても、昨日

いろいろお話が出ておりましたけれども、今のままの

場所がやはり好きなので、１番先に子どものことを考

えて、２番目、３番目に財政も考えないといけないで

すけれども、１番お金がかからない方法として、やは

りまちの中に、今の場所で建てるほうが私は賛成だと

いうことを最後に述べておきたいと思います。 

 次の質問に入りたいと思います。園の送迎バスの運

行についてでありますが、先ほどの答弁でも、国の運

行基準はないんだと。家庭から保護者が送迎し通園す

るのが基本で、基準というのがなかったけれども、事

故が起きたということで、通達が出されたというふう

なことであります。簡単に通達の内容が２行で終わっ

ているので説明しますと、当園の時と散歩の前後など

の場面が切り替わる際には、複数の職員で人数確認な

ど安全管理の徹底をしてほしいというふうなことで、

やはりバスについて、運行バスについては全くないで

す。全くないことが私は不思議で仕方ないですけれど

も、国のことを批判しても今は駄目なので、次にいき

ますけれども、尾花沢市の点検していただきましたけ

れども、運行マニュアルというのはあるんでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 運行マニュアルというのは、特に統一した定めはな

いんですけれども、まずは各園においては、乗降車の

際に必ず人数のチェック、欠席園児への連絡、場合に

よってはシートベルトのチェック、座席の指定などを



行っております。その際には必ず座席のほうも乗る際、

降りる際、全て行っております。また遠足や園外活動

によるバスの利用時も同様にチェックを行っておりま

す。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 福岡の事故では園長先生が一人で運転して、一人で

点検させざるを得ない状況というのがあったというこ

とです。財政的に大変楽でない状況というのは、新聞

等でお聞きしていますが、尾花沢の場合、一人で運転

というのはないと理解してよろしいですか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 一人で運転というのは聞いておりません。必ず複数

人でチェックを行っているというふうに伺っておりま

す。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 運行基準がないので、一人で運転してはいけないと

いうことは全くないです。これは私の言い方があまり

良くないですけれども、きちんと点検できる状態で安

全運行していただいているとチェックをしていただけ

ればよろしいかと思います。 

 次に財政支援があるかということで、先ほども答弁

いただきましたので、繰り返さないでおきたいと思い

ます。 

 私の資料の一覧表をちょっと説明しますと、今、幼

稚園、認定こども園、保育所というのがありまして、

尾花沢幼稚園の場合は、認定こども園で左から２つ目

の幼保連携型になっております。園庭も給食もあって、

しっかりした設備になっているというふうなことです。

ですけれども、バスの補助というのが第１号認定者に

だけしかないということで、第１号というのは３歳か

ら５歳の通園送迎加算ということであるようです。聞

いてみますと、お尋ねしてみましたところ、12名加算

があるけれども、その加算だけではとても運行できな

いんだというふうな、先ほどの大阪府では500万円か

ら600万円必要だというふうなことになっていまして、

都会であればあるほど、駐車場やいろんな諸々かかり

まして、私は誰でも平等に、子どもにとって安心安全

な通園バスというのは必要だなと考えておりますが、

子どもの目から見ますと、保育園であろうが幼稚園で

あろうが認定こども園であろうが、２号認定であろう

が、３号認定であろうが、やっぱり安全な通園バスに

してほしいというふうに思うと思うんですけれども。

今のところやはり私学とは別だという。先ほどの説明

では、他園との差別化をする必要があるんだというこ

とでしたけれども、現在は３歳から５歳までは保育料

の無料化、さらに０歳から２歳までは段階的に無料化

ということで、この間の臨時会でもＣ、Ｄ区分まで県

が２分の１、市で２分の１で無償化になっていくと。

どんどん無償化になっていくと思われますので、その

通園バスについても、補助が必要なのではないかなと

いうふうに考えているんですけれど、いかがですか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 お答えいたします。認定こども園については、先ほ

ど議員が仰ったとおりですね、通園加算というのがあ

りまして、加算額にしましては100万円ほど加算いた

して、委託料の中に組み込んでいるわけでありますけ

れども、そちらの２号、３号も含めた、その部分の市

のほうの補助ということでありますけれども、認定こ

ども園、例えば尾花沢幼稚園に限りましては、やはり

本町地区以外からも来ている園児もおりまして、その

園児に対しても、送迎バス導入法を活用しているわけ

でございます。それはやはり１つの特色であり、その

バスに乗れるという子どもの喜び、こちらのほうもあ

るかと思います。基本的に厚生労働省のほうでは、送

り迎え、送迎のほうは親がするということを基本とし

ておりますけれども、そのような特色を持った園の経

営に立ってですね、園児を募集するということもあり

ますので、そちらのほうについては、もう少し調査を

していきたいなというふうに思っております。以上で

す。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 今の段階では、そういうバスの運行経費助成という

のはならないというのは、法律上でもよく理解してお

ります。しかし保育料無償化も含めて、段階的にそう

いう方向に進むんだと。社会で子どもたちの保育と幼

児教育を面倒見ていくんだという方向性、今進んでい

ると思います。ですから私は、小中学校のスクールバ

ス的な発想で進んでいくべきなのかなというふう考え

ているところです。あくまでも私立ということで、幼

稚園の建学精神というのをやはり大事にして、保育園



と認定こども園と、３つを考えていくべきだというと

ころで、私も整理がちょっとあんまりなっていないで

すけれども、まだ全国的にそんなことはできていない

ので、これも先ほどのように先走りしてるのではと言

われそうですけれども、段階的に事故がないように、

子どもの目から見て、１号も２号も３号も、やはり考

えていただきたいということで止めたいと思います。 

 次に高齢者の聞こえの支援をということであります。

実態把握がまず大事なんですけれども、お話しさせて

いただいたところ、やはり把握するのが難しいんだと

いうことが、だんだん分かってきました。私の資料で

は、左の１番隅の１番上で、介護認定の時に、どの程

度聞こえるかということの調査をしているところがあ

ります。本市では、どんなふうに把握しているか、も

う一度お尋ねしたいと思います。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 市長答弁のほうにもありましたけれども、基本的に

は介護認定の際に、聞こえるかどうかということは確

認はいたしております。それが認定のほうには必ず反

映になりますので、大事な項目だと思っております。

以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 介護認定時に調べる方法と、あとは健康診断という

ふうになってくるわけですけれども、健康診断で聴力

検査をやられているのが全国でないようだと思います。

かなり困難さがあると思いますけれど、健康増進課で

は健康診断でできるのかできないのか、どのように考

えていますか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 健康増進課長。 

◎健康増進課長（永 沢 八重子 君） 

 お答えいたします。先ほど市長答弁にもありました

とおり、健康診断の際の聴力検査といいますのは、あ

くまでも疾病を早期に発見するという目的のもとに行

っておりますので、加齢に伴う聴力検査というのは、

国が示す検診項目にも入っておりませんので、実施は

ちょっと難しいと思っております。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 繰り返しの質問になってしまいましたけれど、実は

私も耳の受診をしていまして、毎月検査して測ってい

るんですけれども、左耳が80％ぐらいになってきてい

て、加齢でどんどん落ちてくるんだなと。これは歳の

せいだし、来年から高齢者になるので、やはり早め早

めに、軽度、中度、そこからしていかないといけない

という課題があるんです。そのまま放っておくと、だ

んだん家族間でも諍いが起こってきます。身近なとこ

ろでも、私のところでもあるんですけれども、テレビ

を倍の音でかけて、「うるさいんだけれども」と言っ

ても、「テレビが故障しているんだ」ということで、

テレビのせいにされると。会議などに行くと、「聞こ

えないからマイクを使え」と怒られたりしますけれど

も、そういうことでだんだんと齟齬が起きてきて、家

で閉じこもってしまうと、だんだん社会性がなくなっ

て、１人きりになってしまうというふうなことなので、

ヨーロッパのほうでは、早め早めに診断して助成をし

ているようです。それをすることで、元気な高齢者の

方が、まちの中でどんどん増えてきて、高齢者を主人

公にする社会にしていかなければならないのではない

かなと思っております。 

 私の作った資料でいきますと、図３の全国でどのく

らいいらっしゃるかと言うと、65歳以上で1,500万人、

女性よりも男性が最初多くて、75歳からは女性が逆転

していくというふうなことで、早め早めにしていけば

認知症予防にもなるということの考え方であります。 

 補聴器に対しての公的補助というのは日本はなくて、

重度、高度になった場合にのみ障がい者手帳をいただ

いて補助があるということで、軽度、中度はないよう

です。ヨーロッパのほうでは早めに早めの受診をして

いるというふうなことになっているようなことです。

あまりにも資料が多すぎて乱雑ですけれども、実態把

握は難しいと話しましたけれども、実態を把握する必

要性があるかという点ではどうでしょうか。その認識

はあるでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 先ほども申し上げましたとおり、介護につながると

いうことを考えれば、その重要性は確かに必要なのか

なということは確認しておりますけれども、まずは社

会的にもその重要性が必要になってくる、社会的な高

まりが必要なのかなというふうに思っております。以

上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 



◎９番（鈴 木   清 議員） 

 やはり社会的なニーズとして、そういう意識の高ま

りが必要だと思います。ことに難聴者の皆さんの意識

も変えていく必要があって、まるっきり聞こえなくな

るまではいいんだと、補聴器なんかいいんだと。買っ

てきてもガーガーうるさくて駄目なんだというふうな

ことがあったりしまして、眼鏡と違って、眼鏡は治療

する必要はないですけれども、補聴器の場合は調整し

たり、訓練しないといけないというのがヨーロッパの

発想です。微調整したり、５年ぐらい経つと壊れてし

まうというので、訓練をしながら、今自分はここまで

聞こえているんだと。聞こえるようにしたほうが、な

んと社会的にもいろんな会議に出れて、いろんなこと

できるなというふうに、意識を変えていく必要がある

と思います。そのために意識を変えて、健康診断では

項目はないけれども、医者に行ってみるかと。行って

みて、診断書をもらって、補聴器を買ったら、こんな

に高いのかということで、補助があるとその循環が進

んでいくのではないかと私は考えるんですけれども、

その循環進んでいくきっかけとして、助成をしていた

だいたらいいと考えているんですけれど、どうでしょ

うか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 先ほども申し上げましたけれども、やはり補助金、

助成金、その前にですね、社会的にですね、補聴器が

必要、もしくは加齢性による耳の聞こえの悪さ、こち

らのほうが、家族にも社会的にも影響を与えていると

いう、社会情勢が必要なのかなというふうに思ってお

ります。いくらいい補助金、助成金があっても、その

周知方法とか、もしくは補聴器を買ったとしましても、

今議員も仰いましたけれども、まずは補聴器の管理と

か、そういう定期的にしなければならないと。装着に

係る訓練ですね、そちらのほう、もしくは付けたとし

ましても、その中止してしまうということがございま

す。その理由の１つとしまして、装着者への偏見、格

好悪いとか、お年寄りくさいというふうなことが言わ

れております。しかしながらですね、そのような機運

が高まればですね、そういう助成金があるということ

があれば、老人の社会活性化にもなりますし、そのよ

うなことを調査しながら、検討していければなと今の

ところは、そのように思っております。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 ありがとうございます。ぜひ、いろんなところの研

究をしていただきまして、前向きに考えていただきた

いというのが私の考えですけれども、答弁の中でもう

１つ、全国で今のこの補聴器制度をやっているところ

がほとんどないという答弁だったと思いますけれども、

私の調べでは、全国で43自治体で実現されておりまし

て、昨年度ぐらいからどんどん助成をするようになっ

てきております。東京都の場合だと15の区町村でやら

れております。足立区、板橋区、渋谷区、新宿区、墨

田区、中央区いろいろこうありまして、昨年あたりか

らどんどん進んでいます。東北では大船渡市、遠野市

２つだけですけれども、山形県ではまだできていない

ので、今やれば最初のトップランナーになれると思い

ます。ぜひトップランナーになっていただきたい。高

齢者福祉にも頑張る市長であっていただきたいと私は

考えていますがどうでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 私の父も非常に耳が遠くなってですね、テレビを見

ている時は本当に高い音を出していました。そしてそ

のことをやっぱり家族がまずこういう状況だよという

のを教えてあげて、それで補聴器は何十万円もします

ので、集音器でちょっと良いものをみんなで買ってプ

レゼントしょうかと。そうしたら結構使っておりまし

た。時たま、それ充電式だったものですから、充電忘

れると、「聞こえなくなった、壊れたわ」と言って持

ってきましたけれども、実際は大丈夫だよと。 

 やっぱりこれは、もちろん市として、そういうふう

なことも大事ですけれども、何といっても言っても家

族が、やはり気配りをしてあげることというのがすご

く大事だと思います。今後ですね、尾花沢の状況を見

てですね、また考えてみたいと思います。ありがとう

ございます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 鈴木清議員。 

◎９番（鈴 木   清 議員） 

 私も家族のいたわりがとても大事だと感じていると

ころです。同じことを何度聞かれても我慢して、こう

だよというふうに説明しているような状況です。けれ

ども重度になる前に、軽度、中程度の実態を把握して

いくということがとても大事だと思いますので、どう

か前向きに検討していただきたいと思います。以上で、

私の質問を終わりたいと思います。ありがとうござい



ました。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 以上で、鈴木清議員の質問を打ち切ります。 

 次に11番 菅野喜昭議員の発言を許します。菅野喜

昭議員。 

〔11番 菅野喜昭 議員 登壇〕 

◎11番（菅 野 喜 昭 議員） 

 皆様、大変お疲れ様でございます。昼食後の眠いと

ころではございますが、最後の前の質問でございます

ので、どうぞよろしくお願いいたします。そしてまた

前回、一般質問の際に菅野は前置きが長いというご指

摘をいただきましたので、本日は早速質問に移らせて

いただきます。 

 質問は大きく３つございます。１項目目は学園都市

構想について、２項目目は尾花沢市住宅関連補助事業

について、３項目目は花笠高原スキー場のコース整備

についてでございます。 

 それでは１項目目の学園構想について質問させてい

ただきます。同様の質問が２、３ございましたけれど

も、重複をいとわず質問させていただきます。どうぞ

ご了承願います。質問は３つあります。 

 まず１つ目です。市長が就任時、公約に挙げた尾花

沢小学校や保育園の一体的な学園都市構想ですが、具

体的にどのようなものだったのでしょうか。 

 次に２つ目ですが、市長就任以来、約３年が経過し

た今、その学園都市構想について変化はあるのか。あ

るとすればどのように変わったのか。 

 ３つ目です。平成29年度～30年度の尾花沢市学校教

育検討委員会において、新たな尾花沢小学校を建設し、

市内小学校を１校に統合すると提言しています。仮に、

仮にですが、１校に統合するとすれば、閉校する福原

中学校、福原小学校、宮沢小学校、玉野小学校、及び

常盤小学校の各校舎、体育館及びグラウンド等はどの

ような扱いになるのか。また利活用についてどのよう

に考えておりますでしょうか。検討会ではそこまで検

討されたのでしょうか。 

 次に２項目目の尾花沢市住宅関連補助事業について

質問させていただきます。 

 内容につきましては前回も触れましたが、家庭用除

雪機械の購入時の補助率の増加についてでございます。

私は昨年３月定例会の一般質問において、家庭用除雪

機械の購入補助率が購入価格の10％以内で、限度額が

５万円となっていたのに対し、限度額を外せませんか

という質問をいたしました。前年度は間に合わなかっ

たのだと思いますけれども、今年度には限度額が10万

円に増額になっておりました。直ちに質問に対してお

答えいただきまして、市民としても大変ありがたく、

除雪機械購入の負担が少しは緩和されるものと思って

おります。しかしながら、日本三雪の尾花沢といたし

ましては、降雪が３日間も続けば、降った雪と落雪と

で、軒下の積雪はあっという間に１ｍ以上に達します。

農業ハウスの両脇も同様であります。このため軒下等

の除雪においては、小さな機械では太刀打ちできませ

ん。落雪した１ｍ以上の雪の塊に上がって除雪になり、

大変危険であるとともに、除雪に要する時間も多くな

ります。このようなことから、やはり中型以上の機械

が必要になってまいります。中型以上の機械となりま

すと、購入価格は新しいものは200万円以上になって

まいります。ここで質問でありますが、補助率10％と

いたしまして10万円限度ということになっていますが、

さらにこの限度額を外すお考えはありませんでしょう

か。 

 続きまして３項目目の花笠高原スキー場のコース整

備について質問させていただきます。 

 花笠高原スキー場にはＡからＣの３つのゲレンデが

あります。いずれのゲレンデを滑り降りてくるにしま

しても、そこには急斜面が存在いたします。市民の多

くの方は、この急斜面があるがゆえに恐怖心もあって

かスキー場を利用し難い、上から下まで滑ってきにく

いということになるのではないでしょうか。 

 また尾花沢市民の皆様は、滑走、すなわちスキーを

履いて走るクロスカントリースキー、これは幼少の頃

から体験しております。反面、上から滑り降りてくる

アルペンスキーですね、これはなかなか経験が少なく、

得意ではないと思われます。このため各ゲレンデ急斜

面を擁する花笠高原スキー場では、スキーを楽しんで

いる市民の方は少ないように感じております。ゲレン

デスキーは全身運動です。楽しみながら健康の維持増

進を図ることができます。雪の降らない地域ではスキ

ーをしたくてもできません。日本三雪の尾花沢だから

こそ、雪が多いからこそ、その雪を利用しない手はあ

りません。花笠高原スキー場のコースに緩斜面の新設、

または改設、改設というのは手直しするということで

すね、大々的なものではありません。新設または改設

のお考えはありませんか。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。よろ

しくお願いをいたします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

〔市長 菅根光雄 君 登壇〕 



◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 ただ今、菅野喜昭議員より大きく３点についてご質

問をいただきました。順次お答えしていきます。 

 まず学園構想についてのご質問につきましては、閉

校後の小中学校の利活用も含めてですけれども、教育

委員会より答弁いただきます。 

 初めに学園構想についてのお答えを申し上げます。 

 これまでの定例会の際にもお答えしておりますが、

学園構想とは想定を超える少子化が進行する中にあっ

ても、適正な人数によって学校としての機能を大切に

し、子どもたちにとって最適な教育環境を整備したい

との思いからのものです。具体的には、おもだか保育

園と尾花沢小学校の老朽化を考慮し、保育所と小学校

を一体的に整備できれば、保育所と学校という、保育

と教育の連携も図りながら、グラウンドや駐車場など

も共有でき、効率化が図ることができます。これが学

園構想です。 

 また、新たに、保育教育の拠点となる施設を整備す

ることになれば、本市のまちづくり全体ににぎわいと

活気をもたらすことになりますので、学園構想を核と

したまちづくり、学園都市構想に取り組んでいく考え

でございます。 

 しかし就任後、学校教育検討委員会より出された提

言書で、「学校間の連携や公共施設の有効活用等から

中学校の隣接も考えていくことが効果的と思われる」

とのことや、「小学校の統合状況に合わせ、中学校、

小学校に隣接し、可能な年度で建設することが望まし

い」との提言がなされました。 

 当初は保育所と小学校の老朽化が発端の構想でした

が、子どもたちの望ましい教育環境を考えれば、当然

のことながら、中学校連携も視野に入れる必要があり

ますので、将来的には統合小学校に隣接した形で中学

校を建設し、これも含めた学園構想として整備したい

と考えております。 

 次に、尾花沢市住宅関連補助事業についてお答えし

ます。 

 除雪機購入費の助成についてですが、平成23年度か

らの第５次尾花沢市ふるさと暮らし応援事業の中で、

家庭用除雪機購入助成として、県内でも先駆的な取り

組みとして購入費の10％、上限５万円の助成を開始し

ました。また除雪機の価格やニーズに合わせ、今年度

より購入費の10％、上限10万円と拡充を図ってまいり

ました。上限10万円にした理由は、令和元年度に除雪

機購入助成を受けた方の平均購入価格が約117万円と

なっていることを受け、おおむねその10％として10万

円の助成を受けられるよう上限を見直したものです。 

 雪国での安全安心で快適な生活環境を作るためには、

除雪機購入費や克雪住宅建設費、さらには消融雪装置

の設置費用に対する助成などの個人に対する支援、地

域が共同で行う除排雪費用に対する支援、また、流雪

溝や消雪道路、雪押し場の確保、さらには道路の除排

雪や間口除雪等、多岐にわたる施策があります。市民

の皆様の雪に対する負担が軽減し、暮らしやすい環境

整備を図るため、今後とも限られた財源の中で、効果

的な雪対策が進められるよう、十分配慮してまいりま

す。 

 次に、花笠高原スキー場のコース整備についてお答

えします。 

 花笠高原スキー場は、平成５年に開設され、Ａ、Ｂ

Ｃの３コースを兼ね備え、子どもから大人まで楽しめ

るファミリーゲレンデをコンセプトに、市民をはじめ、

県内外から訪れるスキーヤーやスノーボーダーの皆様

に親しまれているスキー場です。また、平成29年度に

は、大型三連キッカーを整備し、本格的なスノーボー

ドパークを備えたスキー場となりました。 

 利用者の推移は、全国的なスキー離れの流れの中で、

平成７年をピークに減少傾向にありますが、スノーボ

ーダーの増加等もあり、ここ数年、令和元年の少雪の

時を除き、市民や県内の方々を中心に年間約35,000人

の来場者を数え、平成28年度の国道347号の通年通行

により、宮城県域からのお客様も増加傾向にあります。 

 スキー場の各コースは、初心者から上級者まで安心

して遊べる設計となっておりますので、緩斜面の増設

については、市民からの要望としても出されていない

ものと認識しています。今後は、来場するお客様の声

をお聞きしながら、降雪前のコースの状況や積雪時の

整備状況などをしっかり把握し、必要な整備は何かを

具体的に確認し、さらなる利用者の拡大につなげてま

いります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 それでは私のほうから、統合後に閉校した学校の利

活用についてお答えいたします。 

 これまでも閉校した学校については、さまざまな形

で利活用を図ってきております。昨年度も、旧名木沢

小学校体育館が名木沢生涯スポーツ交流センターとし

て、旧鶴子小学校が鶴子交流施設として、また、旧玉

野中学校については玉野地区公民館として、引き続き



地域のコミュニティの拠点として利用されてきており

ます。 

 このように、各地域で閉校した学校を地域づくりの

拠点として利用する動きが活発化しており、閉校を機

に地域力の高まりも見られております。 

 現在、小中学校のあり方に関して市の基本方針

（案）をお示しし、各地区でご検討いただいておりま

すが、まずは、各地区の了承の報告を待って、本市の

小中学校のあり方について方針を決定していく必要が

あると考えております。その上で、各地区の了承が得

られた後に、各学校の利活用に関しては、あらためて、

地区の方々と話し合いの場を持ち、ご意見をお聞きし

検討していく考えです。 

 これまで、地域の中で親しまれてきた学校ですので、

地域の方々からも、さまざまなアイデアを出していた

だき、行政も一緒になって考え、地域の活性化が図ら

れる施設として活用していければと考えております。

以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野喜昭議員。 

◎11番（菅 野 喜 昭 議員） 

 それでは自席におきまして２、３再質問させていた

だきます。 

 ちょっと確認なんですが、市長のご答弁の中に、最

初のころでございますけれども、学園構想の中には、

小学校の統合をするということは、市長の念頭という

か、それにはなかったんでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 市長。 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 私、議員当時からのことをちょっと申し上げますけ

れども、私は平成９年の時から、今後の尾花沢の子ど

もたちのことを考えた時には、学校の統合問題は間違

いなく必要になってくると。そして教育委員会もそれ

を一緒になって考えて取り組んでいただきたいという

ことで、平成16年にやっと教育委員会が動き出しまし

た。そして平成19年に学校統合案が示され、平成21年

に決定いたしました。それまでの間各地域で、その説

明会等も行って、地域の皆さんからのご理解を得て、

そして歩んできて、そして平成24年からでしたか、学

校統合が進んでいき、そして当初、上柳小学校は１校

で頑張っていくということでしたので、玉野小学校と

の統合は見送られた形でした。そこから数年経った時

に、議会のほうに統合の要望書が出されました。そし

て保護者の皆さん、地域の皆さん、こぞって統合して

くださいというふうなことになって、そして上柳小学

校が統合されたと。そしてその後、今度は常盤小学校

に鶴子小学校が、やはり鶴子の皆さんから要望書が出

され統合され、それから玉野中学校からも要望書が出

されて統合したと。そういう経過でございます。 

 ですからそのことを考えた時に、今後考えたら、子

どもの数はなお一層厳しくなっていく。以前ですと、

平成25、26年ぐらいまでは、１年間で100名以上尾花

沢市で生まれていたと思います。ところが100名を切

ってからは、加速度がついたように子どもの数が激減

してくると。そうすると次の段階を考えなければなら

ない時は、間違いなく迫ってきているというふうなこ

とがあって、そして私の中では、将来的には小学校を

考えていかなければならないというのは、前からの一

連の流れの中で私は持っておりました。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野喜昭議員。 

◎11番（菅 野 喜 昭 議員） 

 分かりました。やはりそういう経緯もあってか分か

りませんけれども、私が聞いている分には、最初から

もう小学校は統合ありきなのかなというふうな感じで

受けておりました。そういうお考えでしたら分かりま

した。 

 さらにですが、その件につきまして、もしも仮にで

すね、各検討委員会立ち上がっている意見を聞いて、

１校に統合するとすればですね、仮定になりますけれ

ども、まだ決まっているあれではないですが、統合す

るとすればですね、先ほども申しましたけれども、各

学校が残るわけですね。しかも福原中学校につきまし

てはまだ14、５年です。玉野小学校はまだ平成14年で

すので、まだ20年弱ですね、18、19年ぐらいですね。

いくら人口減少に拍車がかかったとはいえ、非常にな

んていうか、もったいない話なんですよね。例えば地

区の皆さんと相談すればいいという話されていますけ

れども、例えば玉野地区ですと、もうすでに中学校が

地区公民館になっていますし、学童ですか、放課後学

童保育もやっていますので、さらにまた残るとなると、

それも使えなくはないでしょうけれども、もったいな

い話だなと。ということで、非常にその、いろいろな

こう作る時にはですね、すでに検討されているからし

ょうがないとは思いますが、いろんな面で、経済とい

うかですね、学校を作る時には先ほどからいろいろあ

りましたけれども、お金はかかると。そうしたらいろ

いろ比較検討してですね、最良の方針を立てなきゃな

らない、計画ですかね、と思うんですけれども、これ



からはもう、今まで進んでまいりましたので、今年12

月に、各地区の検討委員会から回答も来ると思います

けれども、私も戦後間もない生まれなものですから、

非常にもったいないという頭が、脳裏に浮かんでまい

ります。その辺もちょっと念頭におきまして、これか

らの検討する段階で、頭の隅に置いていただければと

思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、住宅関連事業ですね。先ほども申し上

げましたが、家庭用除雪機械、200万円以上ほとんど

かかるものでございますね。前回も申し上げましたが、

東根市とか天童市、山形市、これはたぶん買っても50

万円ぐらいの機械で済むんじゃないかなと思います。

市内はある程度狭いところもございますし、流雪溝も

ありますし、あまり大きな機械を持っていては、かえ

って大変になるのではないかとは思いますが、郡部に

おきましては、捨てる箇所もたくさんありますので、

除排雪、融雪いろいろなことが考えられますけれども、

やはり非常にお金がかかってくるわけでございます。

第７次尾花沢市総合振興計画の中で、アンケートをと

っていただいて、記憶の中にあるのは、暮らしにくい

のは、雪があるせいだということで、一番の上に上が

っていたんではないかなと今記憶しております。そう

であればですね、そうであれば極端なことを申し上げ

ますと、半分ぐらいの助成をしていただいてもいいの

ではないかなと。過言ではないかなと。予算的にもあ

るでしょうけれども、我々も市のほうとしては大変で

しょうが、そうしたならば、国とか県のほうへ要望を

出して、持ってくるとかして、なるべく負担のないよ

うな、さらには買った後は、燃料とか労力とかさらに

かかってくるわけですので、その辺もお汲み取りいた

だいて、なるべく多くの助成をいただけるようにご検

討願えればとさらに思います。 

 最後にですね、スキー場なんですが、ここであの初

心者から上級者まで安心して滑れる設計となっている

というふうにご答弁されていますけれども、初心者は

上から下までは降りて来れません。急な斜面が全部あ

りますので。そしてまた、簡易リフト。あれはスキー

の滑れない人は簡易リフトでは登っていけませんので。

下で遊んでいるのは、そり遊びか、子どもを連れたお

母さんのそり遊びというふうな感じが多いのではない

かなというふうに思います。やはり、クロスカントリ

ースキーも、心肺機能もさることながら、全身の運動

でございますが、アルペンスキーもそれに負けず劣ら

ずですね、全身運動なんです。これはせっかく雪国で

すので、健康管理には非常にもってこいのスポーツな

んです。なかなか市民の皆さんはやっぱり、クロスカ

ントリーは若いころからしているんですけれども、な

かなかアルペンのほうになりますと、馴染めないでい

るものと思いますので、可能な限り、かかからない経

費で結構ですので、リフトで上に登って、安全安心に

降りてくるコースの、新設、さっき言った手直しでも

よろしいので、お考えいただきたいと思います。以上

で、私の質問を終わります。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 ここで、15分間休憩いたします。 

 

             休 憩  午後２時17分  

             再 開  午後２時32分  

 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 再開いたします。 

 次に１番 菅野修一議員の発言を許します。菅野修

一議員。 

〔１番 菅野修一 議員 登壇〕 

◎１番（菅 野  修一 議員） 

 最後になりましたが、９月定例会にあたり、私の一

般質問を行います。 

 １つ目でありますが、次世代に次ぐ水田農業基盤整

備の推進をの題です。現在、鶴子六沢地区で取り組ま

れている県営農地整備事業は、以前の基盤整備事業と

異なり、次世代の担い手に継承される事業として取り

組んでいます。正式な事業名称は、経営体育成型水田

農業低コスト・高付加価値化基盤整備事業です。低コ

ストについては、できる限り担い手に集積と集約を図

るとして、80％以上を目標にしています。そして１区

画を１ha以上の大区画圃場とし、連担化を図り、作業

移動ロスを少なくすることとしています。また、用水

路、排水路は、地中パイプライン通水となり、バルブ

方式の水口なので、給水器を設置すれば自動給水も可

能としています。さらには、暗渠排水管の埋設による、

地下灌漑設備を施工するということで、水田の本格畑

作化へ転換もでき、転作や高い収益を上げる畑作の、

高収益作物への取り組みも容易に可能とする圃場が完

成するものと期待を寄せているところであります。そ

の上で、次世代とも言うべきＩＣＴを駆使したスマー

ト農業が発揮できる農地として、ドローンやロボット

作業で、大幅な低コスト化による、所得拡大のできる

農業を目論んでいるところであります。この経営体育

成型水田農業低コスト・高付加価値化基盤整備事業で

造成される徳厳原の内地区は、次世代をリードする農



業基盤の整備によって、本市の水田農業のモデル農場

の役割を担う地域になると思われますがいかがでしょ

うか。 

 そして、取り組む課題として、捉えるところは高収

益作物を導入し、農業者の所得向上を図ることとして

いますが、高収益作物となる適地適作物の選定につい

て、専門的研究機関の知見を得て、指導助言をいただ

きたいと思います。なんと申しましても、農業の振興

は農業基盤の整備が基本と考えます。徳厳原の内地区

を農地整備の一番手とするならば、次は管内二番手と

想定される、中原大松原地区の農業者から、農地整備

事業の要望も上がっています。ちょうど県道鶴子線の

上に向かって右側の水田地帯でありますが、現在国の

農業農村整備事業で、高い政策支援が期待される時、

市としてさらなる整備推進を啓蒙し、農業の重要なる

持続可能な開発目標として、第７次尾花沢市総合振興

計画にも謳われているとおり、次世代へ継ぐ水田農業

基盤の整備の後押しをお願い申し上げたいと思います

がいかがでしょうか。 

 ２つ目です。尾花沢伝統の匠の認定制度についてで

あります。本市には、昔より伝えられている巧みな手

業があみ出した、すばらしい民具、民芸品があり、ま

た伝統行事や料理なども伝承されています。身近には、

約150年の眠りより、伊藤瓢堂氏が一念発起されて蘇

らせた上の畑焼や、故壱谷旭氏が興された徳良湖ガラ

ス工房、おしんこけしや誕生こけしで名をなす、代々

の銀山伊豆こけし工房、尾花沢まつりのまつり囃子屋

台を製作されました市野々の宮大工棟梁山口氏など、

ほかにも多くの人物団体がおり、本市の名声を高めて

います。これらの作品に接しますと、私たちは感動し

心が和み豊かさに満たされます。今後、この伝統工芸

士家の皆さんには、今で称されるＳＤＧｓ持続可能な

る伝承発展に寄与貢献される方々として、尾花沢伝統

の匠と認定し、さらなる地域発展と市の活性化に参画

していただくことを目的としまして、認定制度を制定

してはいかがでしょうか。 

 ３つ目です。小学校、中学校を各々１つに統合なら

ば、新しい校歌、校章を。校歌、校章の意義は何でし

ょうか。広辞苑では校歌は、学校で校風を発揚するた

めに特に定めた歌とし、校章は学校を象徴する紋章と

されています。替えずにそのままとすれば、市内全域

から集う子どもたちは違和感を感じはしないでしょう

か。歌詞に込められた学校区の特筆される悠久の山や

川、名所、旧跡、受け継がれる伝統精神、文化、そし

て子どもたちが学び、成長する理想の姿が歌われてい

ます。そのような観点から思慮しますと、尾花沢全体

を包含しました校歌、校章を検討させるべきと考えま

すがいかがでしょうか。 

 私は統合の案として、令和５年に中学校を１校に、

令和９年に小学校を１校にと方針を定めた時点におい

て、当初より校歌、校章をいかにするのかを明記して

おくべき事項であったかなと思いますがいかがでしょ

うか。 

 このたびの統合案は、尾花沢市において、学校史

100年に１度とも言うべき大改革を目指すものであり、

新しい学校の始まりを意図しているわけです。市内全

域から通う子どもたちの新しい学校と位置付けるとす

るならば、市全体にわたる広い意味での尾花沢を象徴

し、新たな理想を掲げる新しい校歌、校章を制定すべ

きと考えますがいかがでしょうか。 

 ４番目です。御所の水ハス公園環境保全整備支援を。

御所の水ハス公園は、鶴子地区の小塚沢川に沿った市

道をさかのぼった中腹の中ほどのところに、山腹から

とうとうと湧き出る清水に御所の水と命名し、その水

掛の棚田へハスを植栽し、ハス池に転換し、１万本近

くのハスの花が咲き誇る景勝地となりました。８月上

旬からは、次々に開花し、沢全体が全体が極楽浄土と

化し、そこにいるような気分に包まれて、極めて景観

に優れた本市のビューポイント観光地として、パンフ

レットでも紹介されています。また御所の水は、里の

水山形名水百選に選ばれ、市内はもちろん、市外、県

外からもおいしい水を求めて、たくさんの人々がやっ

てきます。５、６年ほど前までは、御所の水公園ハス

祭りを開催して、鶴子地区の活性化を創出していまし

た。何百人の観客が市内外から、水とハスの花が咲き

誇る景観を求めて、大いに賑わいました。しかし近年、

イノシシによるハス池の畦畔破壊やハスの本系の食害

がおびただしく、鶴子地区環境整備振興会、御所の水

ハス公園水辺空間保全会だけでは、このビューポイン

トを守りきれない状況となっています。本市の特質な

る景勝地、御所の水ハス公園を最盛期の姿に復活させ

たい。その保全整備活動に対し、市の支援する手立て

があるのではと思いますがいかがでしょうか。 

 さらに御所の水ハス公園に行く途中、小塚沢川側に

架かる橋は、市道に対してほぼ直角のクランク状にな

っており、車で渡るに恐怖心を抱く方が多いと言われ

ます。改善を望みたいのでありますがいかがでしょう

か。以上で、質問席からの質問を終わります。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 この際申し上げます。本日の会議は時間を延長しま



すので、あらかじめご了承願います。 

 市長。 

〔市長 菅根光雄 君 登壇〕 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 菅野修一議員からは大きく４点の質問をいただきま

した。 

 ３点目の小学校、中学校に関する質問については教

育委員会より答弁いただきます。 

 初めに、次世代へ継ぐ水田農業基盤整備の推進につ

いてお答えします。 

 まず、鶴子六沢土地改良区管内で実施されている県

営事業の農業競争力強化農地整備事業は、区画整理に

合わせ、担い手への農地集積と転作田を活用した高収

益作物への転換の選択などを事業採択要件とする事業

で、当該地区は市内で初めて取り組んだ事例であり、

今後、市内各地への波及効果を期待しているところで

す。 

 また、高収益作物導入に際しての適地適作物の選定

に向けた専門研究機関の指導助言についてですが、現

在実施している事業では、地域の事業推進団体である

徳厳・原の内地区農用地利用改善組合が、県や関係機

関の指導助言を受け、担い手への集積方法や高収益作

物選定に向けた協議を経て計画を策定し、事業採択を

受けたものと伺っており、地域の特産物である、大根

と里芋、スイカを高収益作物として盛り込み、事業の

採択を受けています。そのため、計画書以外の高収益

作物を盛り込む場合は、計画の変更手続きが必要にな

りますので、早めにご相談していただくようお願いい

たします。 

 次に、農業基盤整備についてですが、現在、鶴子六

沢地区では、県営事業の農業競争力強化農地整備事業

を活用し、県道鶴子尾花沢線北東部に広がる約28haの

区画整理を実施しています。鶴子六沢土地改良区管内

での新たな事業計画については、ご相談をお受けして

おりませんので、まずは先例を参考としていただきな

がら、地元関係者間で充分事業内容を煮詰めていただ

き、地域の合意形成を図っていただくことが先決であ

ると思います。事業に取り組む際は、市としてもこれ

まで同様しっかり支援してまいります。 

 次に、伝統工芸品の認定制度についてお答えします。

伝統工芸品については、制度として経済産業省が認定

する伝統的工芸品や伝統工芸士、国家資格でございま

すが、これらがあり、山形県においては、山形鋳物や

天童将棋駒など５品が、伝統的工芸品として登録され

ております。 

 また、他県及び市町村においては、土佐の匠認定制

度（高知県）、希少伝統的匠の技後継者養成事業（加

賀市）など、独自の取り組みにより、後継者の育成支

援や産業の振興、活性化に取り組んでいるところもあ

るようです。 

 本市においては、現在も多数の方が芸術、工芸の活

動を行っており、地域の生涯学習活動の推進を図るた

めにも、尾花沢市芸術文化協会を中心としてその活動

を支援し、市民文化祭などを通じて発表の場を設けて

おります。伝統工芸品としては、上の畑焼きの伊藤瓢

堂氏や、伊豆こけし工房の伊豆徹氏など、全国にも誇

れる工芸作家がおり、2010年におばなざわ匠の会が有

志により結成され、地域に根差した、さまざまな工芸

作家が集い、現在も精力的に活動を行っております。

このたび、伊藤瓢堂氏が県の芸術文化分野の最高賞で

ある齋藤茂吉文化賞を受章されることとなりました。

これは、伊藤氏のこれまでの尽力と実績の賜物であり、

また、本市にとっても極めて喜ばしく誇らしいもので

あります。芸術文化を通じた心の豊かさに資するだけ

でなく、地域の豊かさを象徴するものとして、地域と

しても大切に継承していける環境をつくっていくこと

が重要です。今後、このような思いも込めて、これら

の優れた伝統工芸と工作技術などの継承のため、後継

者の育成や産業としての振興、代表作品の保護などに

取り組む必要があると考えています。そのため、他県

や他市町村の取り組みなどを参考にしつつ、認定制度

や支援の内容などについて研究させていただきます。 

 次に、御所の水ハス公園の環境保全整備の支援につ

いてお答えします。 

 御所の水ハス公園については、現在、鶴子地区環境

整備振興会で維持管理されている自然公園と認識して

います。これまで、観光振興にも大きく寄与していた

だいておりますが、自立的な地域活動として取り組ん

できたものであるため、維持管理等は地域が担うこと

となっています。 

 今年度より地域づくりに関する事業については、社

会教育課へ一元化され、地域の元気力向上のために行

う活動に対して、地域活性化交付金による支援を行っ

ています。この交付金は、地域の課題、問題を解決す

るための事業及び地域の特性や資源を生かした地域づ

くり事業が対象となっておりますので、まさしく御所

の水ハス公園の取り組みにも合致するものです。 

 ハス公園につきましては、当時５haの休耕田に１万

株のハスの花が咲き誇り、暑い夏は湧き出す御所の水

の清らかな涼しさを楽しむことができました。地域団



体がこの景観を復活すべく、地域の方々が立ち上がり

活動していく際には、ぜひ協力していきたいと考えて

います。 

 西原地区では交付金を活用して、かかしでサル熊追

い払い大作戦を展開しており、地域が一体となってか

かし作りに取り組むことで、直接的な活動目的の鳥獣

対策だけでなく、地域住民間の会話や交流が大いに拡

大し、住民相互の親睦融和が図られています。そうい

った総合的に地域の活性化を図る意味でも、この交付

金を活用して、事業に取り組んでいただきたいと考え

ています。 

 次に、小塚川にかかる橋についてお答えします。御

所の水ハス公園に通じる市道Ⅳ－869号線は、当初、

落石や倒木が多くあり、非常に危険であることから、

地区から通行止めの要請を受け、道路管理者として状

況を確認し、通行止めを行った経過があります。その

ようなことから、地区から御所の水へ行く迂回路とし

て、基盤整備の農道と橋の整備も含めた市道編入の請

願が出され、採択されたことも承知しております。 

 小塚沢橋に係る現在の検討状況を申し上げますと、

農道管理者と協議中でありますが、さらに交通量が増

加した際に、農地などの周辺環境に与える影響を危惧

していることや、一時通行止めを行っている区間の水

路の取り扱いなど、周辺受益者とのさまざまな課題が

あるため、事業化に至っていないのが実情です。 

 また、市道Ⅳ－869号線の法面保護工事を想定した

場合には、法面の面積が広く、工事規模がかなり大き

なものとなり、現段階で活用できる補助制度もない状

況で、単独事業としてはかなりの費用負担が生じるこ

とが想定されます。さらに、橋については、現在市で

管理しているものではないため、修繕や補修を実施す

ることは困難な状況です。このように道路の補修工事

や橋の補修工事を行う上でも、クリアしなければなら

ない課題が多くあります。 

 このような状況から、まずは一部通行止めを行って

いる市道Ⅳ－869号線について、落石や倒木等の法面

などの道路状況を調査した上で、今後の対応策を検討

してまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育長。 

◎教育長（五十嵐   健 君） 

 小中学校を統合した際の校歌、校章についてお答え

します。 

 統合によって小学校が１校、中学校が１校となれば、

新しい校歌、校章を制定すべきではないかとのご質問

ですけれども、先の伊藤議員にもお答えしたとおり、

まずは４月にお示ししました市の基本方針（案）につ

いて、保護者や地域の方々より、これからの本市の子

どもたちにとって望ましい教育環境をどのように整備

していくかを第一に考え、十分ご検討いただき、小中

学校のあり方について方針をまず決定していきたいと

考えております。 

 その上で、小学校については、令和９年度に新たな

校舎を整備し、現在の５校を統合し、新生小学校とし

て開校していく考えです。今後、各地区からの了承が

得られ統合についての方向性が決まった後、統合に向

けた準備委員会の中で、校歌、校章についてご意見を

いただき検討していく予定でおります。 

 中学校については、校歌、校章に関して検討するタ

イミングを、先にも申したとおり２つあると考えてい

ます。１つは、市内中学校が１校になる時。２つ目は、

将来新設小学校に併設して、中学校を新築していく時

の２つであると考えています。教育委員会としては、

当面、現在の尾花沢中学校の校舎を使用し、教育活動

を行っていくことや、これまでの市内中学校の統合の

流れ等を合せて考慮し、２つ目のタイミングである、

新しく校舎を整備され、新生中学校が開校する時に合

わせ、新たな校歌、校章を検討していきたいと考えて

おります。 

 なお、基本的には平成19年度以降の、先の統合計画

の進め方をモデルとして考え、統合後合意を得たのち

に、校歌、校章を検討するとしたものであります。 

 現在、本市の小中学校のあり方について、各地区で

検討が進められておりますが、市の基本方針（案）を

ご了承いただければ、小学校、中学校ともに市内１校

になります。各学校が１つになり教育活動を行ってい

くことになりますので、新たな学校としての教育目標

や学校経営方針を掲げ、全ての児童生徒が、新たな気

持ちで生き生きと、そして充実した学校生活が送れる

よう取り組んでいく考えです。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 再質問に先立ちまして、ただ今、市長答弁にありま

したが、上の畑焼復興から40年の伊藤瓢堂氏が齋藤茂

吉文化賞に決定されたというようなことでございます。

誠にもっておめでたいことと衷心よりお祝いを申し上

げたいと思います。 

 それでは、順次再質問をさせていただきます。 



 次世代へつなぐ水田農業基盤整備の推進をというふ

うなことで、鶴子六沢地区の徳厳原の内地区の水田

農業低コスト・高付加価値化基盤整備事業が完成され

れば、本市初の大区画圃場となり、水田農業のモデル

農場の役割を担う地区になると思います。地元では、

大いに期待して、そして県でもそういう形で期待して

いるようであります。その中で、答弁では市内で初め

て取り組んだ事例として、市内各地へ波及されること

を期待しているとのことであります。これからのスマ

ート農業の推進普及される中で、このモデルとなるこ

とを市としても期待していると捉えたいと思います。

その点についてはいかがお考えでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 それでは、市長答弁にもありましたとおり、尾花沢

市で初めて取り組んでいる事業でございます。この事

業については、やはりあの担い手への集積の加速化と、

転作率、今大変高くなっておりますので、それに代わ

る転作作物による高収益化、いわゆる農家所得を守る

という観点から、非常に有効な事業ということで、も

うすでに徳厳原の内地区でも、事業の推進を決めた

時からしばらく経っておりますので、実は現在までの

間にも、いろいろと打診をさせていただいている地域

もございますので、ご了承いただきたいと思います。

現在はこういう取り組みを行っているということを、

もう打診している地域があるということでご理解を賜

りたいと思います。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 やはりこの地区がモデルとなりまして、本市でも農

業としての、農業面での課題としては、やはり集積は

進むけれども、なかなか集約がならない。そういうふ

うなことで、認定の経営体が、何十ヵ所の圃場、農地

を回って管理しなければならないという、この効率に

欠けた、欠けているという課題が多く出てきていると

思います。そういう農地事情への集約、再整備等のこ

の鶴子六沢地区の事業が、１つの切り口になればと期

待されますので、私は本当にここを市として、ぜひそ

ういう位置付けを願いたいなとこのように思うところ

です。 

 また、高収益作物への取り組みについてであります

が、やはりこれは、農地利用改善組合の中で、スイカ

と里芋と大根というようなことで、その地域で決めた

ものでありますので、ここの答弁にもありますように、

変更する場合、あるいは新たに加える場合は、事前に

相談してくださいというようなことでありますので、

ぜひお伝えしたいなとこのように思います。やはり六

沢大根も、今年も大変な干ばつ的なこの暑さ、高温、

そして雹というようなことで、かなり生理障害が出ま

して、廃棄されたところがありました。そんな中でも、

やはり夏場のこの猛暑の時の作物などについても、ご

指導いただきたいなとこのように思うところでござい

ますので、ぜひ関係機関の相談に来られましたら、ぜ

ひ紹介していただいたり、お願いしたいなとこのよう

に思います。 

 農業競争力強化農地整備事業、次に声をあげている

というところが、中原大松原地区いうふうなところが

あります。やはり基盤整備事業で、推進する上で最も

難航するのが、この地域の合意形成であります。当局

をはじめとして、農地中間管理機構と円滑にこの合意

形成に至るまでの、私はソフト面での支援をいただき

たいとお願いしたいわけでありますが、いかがでしょ

うか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 実際、徳厳原の内地区、事業採択に向けての支援

といいますか、行政での関わり私も担当させていただ

いたところでありますけれども、前段からやはり地元

のほうから事業の説明をしてほしいですとか、農地中

間管理事業の関わりについて説明していただきたいと

いうご要請に応じて、何度か地域のほうに入っていっ

て、事業説明をさせていただいた経過もございます。

その点のサポートについては、同じような形でやらせ

ていただきたいと思いますので、引き続き地域の合意

形成というのが、100％の合意形成があっての事業の

スタートでございますので、よろしくお願いいたした

いと思います。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 答弁にもありますように、地域の合意形成を図って

ていくため、当局としましても、しっかりと支援して

まいるというふうなことになっておりますので、それ

はよろしくお願いしたいなと思います。 

 尾花沢市としても農地の整備率を上げるというよう

なことで、第７次尾花沢市総合振興計画には、その目

標となるものを掲げて、農地整備ということを掲げて



いるわけでございますので、少しでも次にそのことが

波及して、整備率がさらに高くなり、耕作者、農家の

方々が所得を向上できるような、低コストで生産費の

かからない農業の基盤は、なんといっても基盤の整備

でございます。そんなことをよろしくお願いしたいと

思います。 

 次の質問に入ります。尾花沢の伝統の匠というよう

なことで、これは仮称でありますので、検討されてど

うなるかというようなことだろうと思いますけれども、

こういうことが、すばらしいこの伝統の匠の方々がい

らっしゃる、認定することで、期待されるこの波及効

果というようなことが、私はかなり大きいと思います。

まず認定者の市内外へ広く発信することで、尾花沢は

芸術文化のまちとしてもＰＲ、発信は非常に大きなも

のがあると思われます。認定者の、もし認定制度がで

きたらですけれども、一層の制作意欲と想像の高まり

を与えられるはずです。そして産業としても生きてく

るのではないかなとこのようにも期待されます。また

伝統工芸の後継者、人材育成で、技の継承がなされ、

また尾花沢の良さを伝播され、交流人口の拡大にもつ

ながる。そして市民が身近に、匠の皆様の作品に触れ

られることができる幸せを感じられるのではないでし

ょうか。答弁では、後継者の育成、産業としての振興、

代表作品の保護などを考えられているということに対

し、大いに私も歓迎したいと思いますが、支援なりを

一段と力を入れてもらえるよう、お願いするところで

あります。 

 最後にですけれども、市民の作品を含め、伝統の匠

の皆様の作品を市民の皆様から見てもらう、市民ギャ

ラリーを設けてはいかがでしょうか。この点について、

同様の前議員の質問もあったようでありますが、いか

がでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 同様の質問、午前中にもあったところでございます

けれども、市役所の３階のラウンジなどを活用いたし

まして、作品展示会という形にもできるのかなとは思

っております。ただ庁舎管理をしているのは財政課と

いうこともございますので、財政課と協議をさせてい

ただきながらというふうに考えております。 

 あと各地区公民館で、11月頃になるんですけれども、

作品を展示する機会の場を設けておりますので、あと

はスタンプラリーなども一緒に考えておるようですの

で、そういったところも活用しながらというふうに考

えております。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 ぜひあの、市民ギャラリー的なこのすばらしい作品、

あるいは市民の作品も陳列されまして、市民の皆さん

が親しく見てもらうというようなことが大事かなと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、小学校、中学校各々１つに統合ならば、新し

い校歌、校章というようなことで、昨日は伊藤議員も

この質問と同様なことの質問がありました。重複する

わけでありますが、やはり常盤小学校で言えば古城山、

一本杉というような、この象徴されるものが、統合に

よって、にわかに謳われなくなるというようなことは、

ちょっとやはり、子どもたちも違和感を感じるのでは

ないかなとこのように思います。答弁の中では、昨日

の質問よりもさらに前向きのと申しますか、ずっと一

字一句を精査しますと、この校歌、校章をいつのタイ

ミングで制定するかというふうなことまで、踏み込ま

れておりますので、本当にあの期待をしているところ

であります。これからの地区の説明会もあります。そ

の中でもぜひ校歌、校章にも話題が飛ぶようになると

思います。そんなことをじっくりと聞いていただきた

いなと、このように思いますけれども、その点につい

ていかがでしょうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 校歌、校章についてでありますけれども、現在、各

地区のほうで、市がお示しした基本方針（案）につい

て、ご理解をいただきたいというようなことで、今検

討のほうを進めていただいているところでございます。

校歌、校章についても、各地区のほうで、検討委員会

の中で、意見としてあった場合については、今日答弁

した内容についてはお伝えしながら、市の考えについ

ては、検討委員会のほうにもお伝えしていきたいとい

うふうに考えております。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 福原中学校での福原地区の地区説明会でも、保護者

の方から、校歌、校章についてのご意見もありました。

やっぱりこれは１つになるというふうなことであれば、

素朴な質問だと思います。そんなことで、これからの

検討段階で、十分にお話を聞いていただければとこの



ように思います。お願いします。 

 最後の御所の水ハス公園についてであります。御所

の水ハス公園の環境保全整備の支援については、社会

教育課所管の、元気な地域づくりに対する支援という

ようなことで、地域活性化交付金の活用との答弁であ

ります。なにかその、復活に明るい光が見たような気

がいたします。イノシシによるこの畦畔の破壊です

ね。これのハス池を復旧するというようなことで、春

にはやはり適宜この復旧について、小型のユンボとか

も入れる範囲で入ってもらったりすることもできると

思います。あとは機械と人力で、環境整備の振興会中

心にされて、復旧に携わってもらいたいなと思います

けれども、何せ今はこのマンパワーがだんだん減少し

ている中、やはりあの鶴子の振興会におかれましても、

高齢化しているというようなことだと思いますが、抜

本的なこととして、会員のみならずですね、市内外か

らこのボランティア、そういう守りたいというような

ボランティアを募ったりすることも、１つの方法では

ないかなとこのように思いますけれども、それらにつ

いてのご支援などありましたらお願いいたします。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 私は先日ハス公園のほうの状況を見に行ったところ

でございます。ハスも所々まだ咲いているような状況

でございましたけれども、やはり荒れているところも

あるようでございました。支援金を支払うほかに、高

齢化に伴って、その活動する人がいないということで

ございますので、ハス公園はビューポイントといたし

まして、広く市内だけでなくて、市外にもアピールと

いいますかＰＲしまして、ハス公園のファンといいま

すか、ボランティアとして募って、活動する際にボラ

ンティアとして手伝っていただけるような人を募って、

地区外の方からも活動の支援をいただくという方法も、

１つの手なのかなと思っているところであります。以

上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 やはりそういうボランティアを募ったり、ボランテ

ィア会員を募ったりすることで、会、会員、守りたい

という方々によって、度々この、そのハス公園に入る

ことが、やはりイノシシ等の害を防ぐというようこと

にもつながってくるのかなとこのように思います。や

はりかまわないでおくと、だんだんこの折角のハスの

池が壊れてしまうというようなことになってくるのか

なと思いますので、やはりその辺の振興会としても、

ぜひそんなことを皆さんにお願いしながらやっていっ

て、ぜひ尾花沢市の１つの特異な観光地として、守っ

ていってもらいたいなとこのように思うところであり

ます。 

 また、ここには、私は８月12日行ってきたんですけ

れども、ハス池の中にメダカが泳いでいました。今メ

ダカが泳いでいる川などなかなか見られません。やは

りこれだけ御所の水というすばらしい水が、棚田のよ

うにかかっていく。その中でしか生息できないのかな

と思います。これは貴重な水生動物、そういうふうな

ところを研修する場としてもいいのではないかなと、

そういうふうのはビオトープというような呼び方をす

るんですか。そんなことで活用してもらえればとこう

思うんですけれども、この点についてもいかがでしょ

うか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 教育長。 

◎教育長（五十嵐   健 君） 

 情報提供ありがとうございます。水生生物の調査と

か、それから理科の学習での観察等、そういう情報を

いただければ、各学校の中で検討できるかと思います。

最初、地元の学校に情報を提供しまして、こういう環

境があるということをお伝えしたいと思います。以上

です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 そういうことでぜひ、御所の水ハス公園をみんなで

守っていきたいなとこのように思いますので、よろし

くお願いします。 

 小塚川に架かる橋の改善についてであります。ここ

は一級河川ということになっているそうです。一級河

川に橋を架けるというようなことになると、本当に県

と協議と、非常に高いハードルがあるというようなこ

とを聞いております。ですが今、橋が2.7ｍ幅しかな

いというふうなことで、大変あの恐怖を感じるんだそ

うです。そこを渡るのに。それで何とかしていただけ

ないかというのがこの関係者のお話ですが、何かない

のでしょうか。皆さん、妙案と申しますか、お願いし

ます。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 



 今、菅野修一議員のほうからは、小塚川に架かる橋

の修繕等できないかという問いであります。こちらの

部分につきましては、先ほどの市長答弁において、今、

市の管理の橋ではございません。管理者が分からない

ような状況であります。その中で、市のほうで修繕と

いうことはなかなか難しい部分があるのかなと捉えて

おります。今現在、そのⅣ－869号線について、一部

通行止めを行っております。こちらのほうは落石や倒

木があって、地区の要請を受けて市のほうでも通行止

めを行った経過があります。そちらの安全な状況、道

路状況も確認させていただきながら、どういうふうな

対応ができるのか。道路の通行については安全が一番

であります。そちらのほうを調査させていただいて、

検討していきたいというふうに考えております。以上

です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 市道Ⅳ－869号線、これは落石とか倒木が落ちてい

くというふうなことで、地区の方々の危険だというよ

うなことで、閉鎖してほしいというようなことを受け

ております。あれから何年経つんでしょうか。私見る

に、ずいぶんこの落石とか、あるいは倒木が落ちてく

るのも、おさまっているような気配も見えるんですけ

れども、そのⅣ－869号線ですか、これをまた安全だ

とすればですね、そこを通してもらうことが、一番良

い方法だと感じるんですけれども。調査とかもどうで

しょうか、行ってもらえますかどうか。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 お答えいたします。そちらの道路の状況については、

先ほどの市長の答弁でもありました。まずは落石ある

いは倒木、法面の道路の状況などを調査させていただ

いた上で、今後の対応策のほう検討していきたいと考

えております。以上です。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 ぜひ道路状況調査をいただいて、安全が確認できれ

ばですね、通行が復活されるようになる。これに勝る

ものはないのかなとこのようにも思いますので、よろ

しく調査方お願いいたします。これで私の一般質問を

終わります。 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 以上で、菅野修一議員の質疑を、質問を打ち切りま

す。 

 これにて一般質問を終結いたします。 

 次に決算議案の審議を行います。 

 日程第２、認第１号「令和２年度尾花沢市一般会計

歳入歳出決算認定について」から、日程第８、認第７

号「令和２年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計

歳入歳出決算認定について」までの７案件を一括議題

といたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 安井一義議員。 

◎３番（安 井 一 義 議員） 

 この際、動議を提出いたします。ただ今一括議題と

なりました決算議案７案件の審議につきましては、全

議員をもって構成する決算特別委員会を設置し、これ

に付託の上、審査されるよう望みます。 

 なお、特別委員会が審査の過程で、証書類の検閲が

必要となった場合は、地方自治法第98条第１項に規定

する議会の権限を特別委員会に委託する旨をも併せて

決議されるよう望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 所定の賛成者がありますので、動議は成立いたしま

した。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。お諮り

いたします。本動議のとおり決するに、ご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（青 野 隆 一 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、本動議は可決され

ました。 

 これより、ただ今可決されました決算特別委員会が

開催されますので、本日はこれにて散会いたします。 

 なお、本議会は、ただ今から休会となり、決算議案

の審査終了を待って、９月22日に再開いたしますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 ただ今より、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本議場に決算特別委員会を招集いたします。 

 

             散 会  午後３時29分  


